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はじめに

弊社は 2003 年に日本で初めて事業継続マネジメント（BCM）に関するコンサルティングサービスを開始して
以来、この分野の調査研究や普及啓発に努めてきた。そのような活動の一環として、2005年から続けてきた日本
企業の BCMに関する実態調査も、今回で８回目となった。2005年は経済産業省の「事業継続計画（BCP）策定
ガイドライン」や内閣府の「事業継続ガイドライン」が発表された年であり、翌年には BCMの普及啓発を目指す
NPOである、事業継続推進機構（BCAO）が設立されている。このように日本企業における BCMへの取り組み
が本格化し始めた時期から、弊社では BCMに関する日本企業の実態を追い続けている。
この調査を始めてから今日までの間には、2011年に発生した東日本大震災、2016年の熊本地震や 2018年の
西日本豪雨など、数度の大規模災害を経験してきた。また、2012 年 5月には ISO22301 により事業継続に関す
る国際標準規格が整備（翌 2013年にその日本語訳である日本工業規格…JIS…Q…22301 が制定）、2016年 2月に
は日本政府が「国土強靭化貢献団体の認証に関するガイドライン」を制定すると、これらに沿って第三者認証制度
の運用が開始されるなど、BCMを巡る環境も変化を重ねている。このような環境の変化の中で日本企業がどのよ
うに BCMへ取り組んできたか、時系列で理解するうえで、８回に亘って積み重ねてきたこの実態調査は、貴重な
資料になっているものと自負している。
なお、過去に実施した実態調査の報告書も全て無償公開している 1。……途中で設問を一部修正しているため、全て

のデータを単純比較できる訳ではないが、過去のデータを紐解くことによって見えてくるものもあると思う。自社
での BCMへの取り組み方を考える手がかりとして、また調査研究のための資料として、ご活用いただければ幸い
である。

  調査の概要

（１）調査方法 質問紙郵送法

（２）調査対象企業 日本国内全上場企業 3,535 社

（３）回答数 352 社（9.96%）

（４）調査期間 2018 年 8月～ 9月

（５）調査者
（ⅰ）調査責任者
ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株式会社　リスクマネジメント第四部　マネージャー　木村　文彦

（ⅱ）調査担当者
ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株式会社　リスクマネジメント第四部　主任コンサルタント　矢野…喬士
ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株式会社　リスクマネジメント第四部　コンサルタント　伊藤…渚生

（ⅲ）調査委託先
株式会社日経リサーチ

1　…過去の調査報告書は次のURL から PDFファイルでダウンロードできる。…
…https://www.irric.co.jp/reason/research/bcm/index.php
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  調査結果の概要

（1） BCP の策定状況

① …BCP を策定している企業の割合は 56.0%となった（問５）。「策定中」「策定の計画がある」という回答も含
めると前回調査（2015年）から着実に増加しているといえる。2011年の東日本大震災以降の増加の流れが
いったん落ち着いた反面、近年では 2016 年の熊本地震以降、大規模災害の頻度も上昇してきているという
状況に応じて、BCP策定への動きが再び増加していると想定される。

② …BCP は、「地震・津波」を想定している企業が一番多い（92.5%）傾向は変わりはない（問８）。一方、西日
本豪雨等、大規模な水災が頻発している近年の状況を受けて、「水災（河川氾濫、内水氾濫、高潮）」を想定
して BCPを策定する割合（48.4%）も着実に増加している。

③…今回、BCP で記載・整理している内容につき質問を新設した（問９）。「体制（指揮命令系統）」については、
大半の企業（94.6%）が BCPで整理をしているのは予想どおりの結果であった。状況把握や人命安全確保に
関する「ルールや帳票類」を記載している割合が 70%弱、「事業や業務の優先順位」は約 60%、「課題の特
定と対策」まで踏み込んでいる割合が 40%未満と、その他項目については差が出ており、策定している BCP
の内容が企業によって大きく異なる現状が確認できた。なお、「課題の特定と対策」の記載割合が突出して低
い（39.1%）のは、実施にあたって各種分析が必要で、コスト負担も大きいことが要因だと推察される。

（2） BCP を策定していない理由

BCP を策定していない理由として、「事業活動の中断（混乱）が重大なレベルまで達したことがほとんどない」
との回答が前回に続いて最大割合（50.7%）を占めた（問 5-1）。これに続くのが「専門知識の不足」（34.2%）
であるのも前回同様である。

（3） BCP・BCM に関する訓練および教育

① …BCP に関する訓練を年１回以上実施している企業の割合は前回調査から 58.8%となった（問 22）。前回調
査から 5%弱増加しており、訓練は着実に浸透しているといえる。

②…一方、実施している訓練の内容としては、「避難訓練」（78.4%）、「安否確認訓練」（78.4%）といった「防災」
目的のものが突出しており（問 22-2）、今後、より「事業継続」の実効性向上に資する訓練が実施されること
が期待される。
③…全社員を対象に定期的に社員教育（研修・セミナー等）を実施している企業の割合は 13.1％となった（問
23）。前記「防災」に関する訓練を実施するなか、社員教員まで手が回っていないのではないかと推察される。
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（4） サプライヤーへの BCP 策定要請

①…大災害発生時にサプライヤーから部品やサービスの提供を確保するために、何らかの事前対策を講じている企
業の割合は 67.1%となった（問 17【1】）。この数値は、BCP 策定率（56.0%）よりも高いことから、BCP
は策定していなくても、かかる事前対策を講じている企業が一定数あることが確認できた。なお、この数値は
製造業だけでみると 87.5%まで跳ね上がる。
②…上記事前対策を講じている企業の約半分（50.4%）が、「サプライヤーの多重化（二社購買）の推進」を実施
している（問 17【2】）。次いで、「サプライチェーンの見える化」（41.3%）、「部品等の在庫の確保」（30.4%）
と続くが、「BCP整備等の要請」（21.3%）、「BCP整備等を取引条件とする」（3.0%）等、サプライヤーに対
策を働きかける対応はまだまだ少ない。
③…顧客から防災対策・BCP整備に関して何らかの要請を受けている企業の割合は、52.5%となった（問 19【1】）。
前回調査ではこの数値は 40%弱であったことから、かかる要請は着実に増加していると言える。なお、この
数値は製造業だけでみると 77.5%まで跳ね上がる。
④…上記顧客からの要請の内容としては、「防災対策・BCP整備の推進」とする企業の割合（51.9%）が一番多い（問
19【2】）。自社の事前対策としてサプライヤーに「防災対策・BCP整備の要請」をしている割合（問 17【2】、
21.3%）と数値が異なるが、１企業が同要請を複数のサプライヤーにしていることが要因であると思われる。
「災害時の被災情報の素早い報告」の要請も相対的に高い（48.6%）が、非製造業だけで見ると数値が 56.8%
に上昇するのが特徴である（他項目はすべて製造業の方が数値が高い）。

（５） 海外現地法人における BCP の策定

①…海外拠点を有する企業の中で、「全く BCPを策定していない」企業の割合は 56.2%となった（問 31-2【1】）。
前回調査と分析方法が異なるが、BCPの策定率が着実に向上していると言える。
②…海外拠点で策定している BCP の内容としては、「体制の構築（指揮命令系統）」を整理しているとする割合
（68.8%）が一番高かった（問 31-2【2】）。なお、日本の拠点では同割合は 94.6%である（問 9）。また、よ
り深く事業継続まで踏み込んだ「事業の優先順位」を整理している割合（32.0%）も、日本拠点の割合（61.3%）
と大きく乖離しているが、その要因は、重要事業の選定を、事業本部等日本主導で選定するケースが多いとこ
ろにあると思われる。
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  調査結果詳細　　※以下数値について、四捨五入の関係で合計値が 100%になっていない場合があります。

F. 属性
F1.　貴社の所属する業種は以下のどれですか。主たるもの１つに○をつけてください。
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�１� ȴ社の所ʛする業Ȉは以´の͎ͦです̳。Úたる͟の１͉にcを͉けてください。 
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ȊʱέɉȊ⾦ʛ業
⾦ʛǀŮǀǕ業

Ò˰έĢÒǀŮǀǕ業
Ǜ送⽤ÒǷǀǕ業

ɭʕÒǷǀǕ業
その他ǀǕ業
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˸þ業
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ŏƪ業
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ĈĔ（Ʒ送έ©Ǌ）
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F2.　 貴社の昨年度の売上高は連結決算ベースでどれくらいですか。あてはまるもの１つに○をつけて
ください。

F3.　貴社の従業員数は何人ですか。あてはまるもの１つに○をつけてください。
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�２� ȴ社のņ年·のþ上�はÃ結±ūΚー΂で͎ͦくͣいです̳。あてはまる͟の１͉にcを͉けてくだ
さい。 
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F4.　あなたの所属部門はどちらですか。あてはまるもの１つに○をつけてください。
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�４� あなたの所ʛ¨ǌは͎͇ͣです̳。あてはまる͟の１͉にcを͉けてください。 
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I. 事業中断リスクについて

問 1- ① 過去に貴社が大きな影響を受けた事象に○をつけてください（複数回答可）。

グラフは今回調査での回答の多いものから順に並べてある。ただし、前回調査から選択肢を分割している質問は、
回答数に関わらず並べて表示している。全体の傾向は、前回調査（2015年）と比較して大きく変わらず、自然災
害やライフラインの途絶により影響を受けたとする企業の割合が相対的に高い。唯一、前回調査の結果から 5%以
上増加している項目が「コンピューターなど IT 関連のトラブル」であるが、昨今の IT への業務異存が高まってい
る状況を反映していると考えられる。
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Į業ͯΡージέΗΦンΌへのΆΡージ

社内での⼈ƿ事Ȥ

©ǶͯンフルͲンͿな͎のŽʏʻ

Țȯƹ½

ƭŵ�のȝʈέ�ǧをƑした̻と

ǢǍリ΂͹

事業ɾïの̂ǃ

ÔƹέテΪ（Żɔ�Îに͢る͟の）

Ɏ­˺ɎέȺ˼

ɫ⼒İ»な͎のŝÎ

その他

Ɩ¬ȫ

2018年·
201�年·

_参考` 
̨Ăɼ̩、̨ƧˈɼƑ̩、̨その他
⾃ȗɼƑ̩のい̳͂ͦを¼ʴし
たĮ業のů�^2��3� 

※ …2018 年度調査では、2015年度調査における選択肢を以下のとおり変更している：
　・…「異常気象（台風、洪水、ゲリラ豪雨、豪雪など）」を、「水災（河川氾濫、内水氾濫、高潮）」「土砂災害」「その他自然災害（風災・雪災・落雷等）」

の３つに分割
　・「火山噴火」を「火山噴火・降灰」に変更
　・「テロ（過激行動によるもの）」を、「戦争・テロ（過激行動によるもの）」に変更
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製造業／非製造業

 

8 
 

 
  
 ǀǕ業とɉǀǕ業との¬ȫů�の̘ȥが ��をȁ̱るʺ¾ � ʺ¾し̳ない。また̻ͦͣ 3 ʺ¾̘͟ȥ͟ 10�ɘȪ
であり、全»としては、|きなǩはないとい̱る。なお、̻ͦͣ � ʺ¾のう͇ǀǕ業のů�が�いのが̨Ɏɼ̩と̨ǢǍ̩、
ɉǀǕ業のů�が�いのが̨その他⾃ȗɼƑ（Ȱɼέʶɼέƙˮɧ）̩と̨ĢĀ、ͯン΅ーΏΈトな͎の³信トΦΗル̩と
なる。 
 
  

44.7%

18.9%

17.4%

15.2%

12.9%

12.9%

9.1%

7.6%

7.6%

6.1%

6.1%

5.3%

4.5%

3.8%

3.0%

3.0%

2.3%

1.5%

1.5%

0.8%

0.0%

0.8%

�8���

17�3�

17�7�

����

1��8�

1��0�

1��8�

����

2�7�

1��0�

0���

8���

��9�

2�3�

2�7�

0���

3���

1�8�

0�9�

0���

0� 10� 20� 30� �0� �0� �0�

地ʦέȌɂ

Ăɼ（ȾÕ̗̕、内Ă̗̕、�˦）

ΦͯフΦͯン（Ģ⼒、ĂĔ、Ͷ΂ɧ）のɳʘ

Ɏɼ

コンΕΤー΅な͎uz®ÃのトΦΗル

コンΘΦͯアン΂ǈŒ

その他⾃ȗɼƑ（Ȱɼέʶɼέƙˮɧ）

サΘΦͯ·ͱーンのトΦΗルέʔʞ

社内での⼈ƿ事Ȥ

ĢĀ、ͯン΅ーΏΈトな͎の³信トΦΗル

ǢǍリ΂͹

コンΕΤー΅Ͱͯル΂のŽʏ（HFJKDEICGな͎をǰ͝）

Į業ͯΡージέΗΦンΌへのΆΡージ

ƭŵ�のȝʈέ�ǧをƑした̻と

Țȯƹ½

事業ɾïの̂ǃ

©ǶͯンフルͲンͿな͎のŽʏʻ

ƧˈɼƑ

ÔƹέテΪ（Żɔ�Îに͢る͟の）

ɫ⼒İ»な͎のŝÎ

Ɏ­˺ɎέȺ˼

その他

êó業／ĕêó業

ǀǕ業

ɉǀǕ業

製造業と非製造業との回答割合の乖離が 5%を超える項目は 4項目しかない。またこれら 3項目も乖離も 10%
未満であり、全体としては、大きな差はないといえる。なお、これら 4項目のうち製造業の割合が高いのが「火災」
と「環境」、非製造業の割合が高いのが「その他自然災害（風災・雪災・落雷等）」と「電話、インターネットなど
の通信トラブル」となる。
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問 1- ② 事業継続上、関心のある事象に○をつけてください（複数回答可）。
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問 1-̛ 事業ɹð上、®ĳのある事ǁにcを͉けてください（ʝú¬ȫƕ）。 

 
d2018 年·調査では、201� 年·調査における¼ʴ˾を以´のとおりƄɩしているP 

έ̨ɞƴìǁ（ōȰ、́Ă、ͼリΦʰʲ、ʰʶな͎）̩を、̨Ăɼ（ȾÕ̗̕、内Ă̗̕、�˦）̨̩ƧˈɼƑ̨̩その他⾃ȗɼƑ（Ȱ
ɼέʶɼέƙˮɧ）̩の３͉に�ů 

έ̨Ɏ­˺Ɏ̩を̨Ɏ­˺ɎέȺ˼̩にƄɩ 
έ̨テΪ（Żɔ�Îに͢る͟の）̩を、̨ÔƹέテΪ（Żɔ�Îに͢る͟の）̩にƄɩ 

 
¬ȫのĠい͟の̳ͣɴにɆ͘てあるた͞、問 1-̚のグΦフとはʺ¾のɴ˟がɞなる̻とにごǇâいただきたい。¢¬調

査（201� 年）との¬ȫů�との̳いȥが５aをȁ̱るʺ¾は � ʺ¾し̳なく、全»のʡüは|きくƄͨͣないとい̱
る。̻ͦͣʺ¾には、̨地ʦέȌɂ̩と̨Ăɼ̩がǰまͦるが、い͂ͦ͟Ĥăしている̻と̳ͣ、ÖĻの|ɼƑの発�をùけ
て®ĳが�ま͈ている̻とが̱̑る。żに、̨Ăɼ̩に͉いては、ņ年と¼ʴ˾がƄ͈ͨたた͞ƛēはできないが、|țに
®ĳが�ま͈たとȟʎさͦる。 

72���

�8�2�

�3�7�

�0�0�

�7���

���3�

�2�9�

1����

3��2�

38���

3��7�

33�0�

30���

19�3�

19�0�

13�9�

13���

13���

11�9�

9�1�

��8�

2�8�

��7�

�����

�7���

�����

���1�

3��7�

3����

39���

�0�9�

31�1�

29���

38���

20�1�

17���

1��0�

1��3�

1��3�

1��0�

1��2�

��8�

1���

��3�

0� 10� 20� 30� �0� �0� �0� 70� 80�

地ʦέȌɂ

コンΕΤー΅な͎uz®ÃのトΦΗル

コンΕΤー΅Ͱͯル΂のŽʏ（サͯΑーア΅Έ͹な͎をǰ͝）

コンΘΦͯアン΂ǈŒ

ΦͯフΦͯン（Ģ⼒、ĂĔ、Ͷ΂ɧ）のɳʘ

ĢĀ、ͯン΅ーΏΈトな͎の³信トΦΗル

Ăɼ（ȾÕ̗̕、内Ă̗̕、�˦）

ƧˈɼƑ

その他⾃ȗɼƑ（Ȱɼέʶɼέƙˮɧ）

ɞƴìǁ（ōȰ、́Ă、ͼリΦʰʲ、ʰʶな͎）

Į業ͯΡージέΗΦンΌへのΆΡージ

サΘΦͯ·ͱーンのトΦΗルέʔʞ

Ɏɼ

©ǶͯンフルͲンͿな͎のŽʏʻ

社内での⼈ƿ事Ȥ

ǢǍリ΂͹

事業ɾïの̂ǃ

Ɏ­˺ɎέȺ˼

ÔƹέテΪ（Żɔ�Îに͢る͟の）

ƭŵ�のȝʈέ�ǧをƑした̻と

Țȯƹ½

ɫ⼒İ»な͎のŝÎ

その他

Ɩ¬ȫ

2018年·
201�年·

_参考` 
̨Ăɼ̩、̨ƧˈɼƑ̩、̨その
他⾃ȗɼƑ̩のい̳͂ͦを¼
ʴしたĮ業のů�^���8� 

※ 2018年度調査では、2015年度調査における選択肢を以下のとおり変更している：
　・…「異常気象（台風、洪水、ゲリラ豪雨、豪雪など）」を、「水災（河川氾濫、内水氾濫、高潮）」「土砂災害」「その他自然災害（風災・雪災・落雷等）」

の３つに分割
　・「火山噴火」を「火山噴火・降灰」に変更
　・「テロ（過激行動によるもの）」を、「戦争・テロ（過激行動によるもの）」に変更

回答の多いものから順に並べてあるため、問 1- ①のグラフとは項目の順序が異なることにご注意いただきたい。
前回調査（2015年）との回答割合とのかい離が５％を超える項目は 6項目しかなく、全体の傾向は大きく変わら
ないといえる。これら項目には、「地震・津波」と「水災」が含まれるが、いずれも増加していることから、最近
の大災害の発生を受けて関心が高まっていることが伺える。特に、「水災」については、昨年と選択肢が変わった
ため断言はできないが、大幅に関心が高まったと推測される。
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製造業／非製造業

 

�0 
 

                                                  
� この調査は全世界 �6ヶ国の企業に対して行われており、半数は欧州、�6％を北米が占める。アジア（日本も含む）からの回答は ���
である。 

製造業と非製造業との回答割合の乖離が5%を超える項目は14項目、うち10%を超える項目は8項目にわたり、
製造業と非製造業とでは大きく関心が異なる。10％を超える 8項目のうち、製造業の割合が高い項目は、「地震・
津波」、「ライフライン」、「サプライチェーン」、「水災」、「火災」、「環境」、「消費者の健康・生命」となるが、なか
でも「サプライチェーン」は 30%弱、「ライフライン」、「火災」と「環境」は 20%前後の乖離となる。一方、非
製造業の割合が高い項目は「電話、インターネットなどの通信トラブル」とのなり、前記「問１- ①」とほぼ同じ
傾向が確認できる。　
なお次ページには、英国に本拠地を置き、BCMの普及啓発を進めている非営利団体 The…Business…Continuity…
Institute（BCI）が、英国規格協会（BSI）と共同で実施した調査に関する報告書「Horizon…Scan…Report…2018」2…から、
問 1- ①、②に相当するデータを掲載した。選択肢や対象期間が異なることに注意が必要だが、日本の調査結果ほ
ど自然災害に集中しておらず、様々な事象に分散していることが分かる。

2　この調査は全世界 76ヶ国の企業に対して行われており、半数は欧州、16％を北米が占める。アジア（日本も含む）からの回答は 13%である。
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A)…貴社での分析上、貴社では 2018年において以下の脅威のいずれに関心がありますか。（複数回答可）
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�� ȴ社での�ˌ上、ȴ社では 2018 年において以´の˗˛のい͂ͦに®ĳがあります̳。（ʝú¬ȫƕ） 

 
şǵ¬ȫú �9� 

（�所）)41 �><581<< �98=58>5=? �8<=5=>=1（���）̪�9;5@98 (/-8 '1:9;= 2018̫を͟とに̉社作成  

0� 20� �0� �0� 80� 100�

サͯΑーɈȘ

Ίー΅˝̱い

ĢĀ、ͯン΅ーΏΈトな͎の³信トΦΗル

ΦͯフΦͯンのɳʘ

ɞƴìǁ

ɸɕ

テΪリ΃Π

Ɏɼ

サΘΦͯ·ͱーンのʔʞ

Ǜ送ˆのʔʞ

©たな法Ƌß

ȝʈέÛ全に®する事Ȥ

⼈ɝέ΂ͷルのšÂ

ΔジΏ΂˨ɥに®する事Ȥ（⼈ò、˂Ɔな͎）

ǥì（ジカͰィル΂、ͯンフルͲンͿな͎）

ǢǍ事Ȥ

地ʦέȌɂ

ǀŮのŮǄに®する事Ȥ

ɵɢƄÎ

社会不Û

ǀŮÛ全

ͲΏル͸ーのコ΂トέ⼊⼿ƕŕç

Ú要ʯȨのɠá

˯̇έÔƹ

信⽤コ΂ト、À⾦コ΂ト

サΘΦͯ·ͱーン内のˎǕŮ

Țȯƹ½

ƵȗÀɣの不ƫ

Ɣǜ封˘（Ɏ­˺Ɏな͎）

đ̈ȅʏǥ

ɉƴに®ĳ ®ĳ Ġƅ®ĳ ®ĳはない ǨȆはない
有効回答数 595

（出所）The…Business…Continuity…Institute（BCI）『Horizon…Scan…Report…2018』をもとに弊社作成
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B)…今貴社は過去 12カ月に以下の事象による事業の中断を経験しましたか。（複数回答可）
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�� µȴ社はŻȓ 12 カ⽉に以´の事ǁに͢る事業の中ƛをÌǝしました̳。（ʝú¬ȫƕ） 

 

şǵ¬ȫú �38 

（�所）)41 �><581<< �98=58>5=? �8<=5=>=1（���）̪�9;5@98 (/-8 '1:9;= 2018̫を͟とに̉社作成  

�7�

�0�

�3�

37�

22�

20�

18�

1��

1��

1��

13�

13�

12�

11�

9�

��

��

��

��

��

��

��

3�

2�

2�

2�

2�

1�

1�

1�

0� 20� �0� �0� 80�

ĢĀ、ͯン΅ーΏΈトな͎の³信トΦΗル

ɞƴìǁ

ΦͯフΦͯンのɳʘ

サͯΑーɈȘ

⼈ɝέ΂ͷルのšÂ

ɸɕ

Ǜ送ˆのʔʞ

©たな法Ƌß

Ɏɼ

サΘΦͯ·ͱーンのʔʞ

ȝʈέÛ全に®する事Ȥ

テΪリ΃Π

Ίー΅˝̱い

社会不Û

地ʦέȌɂ

ǀŮのŮǄに®する事Ȥ

ɵɢƄÎ

Țȯƹ½

ΔジΏ΂˨ɥに®する事Ȥ（⼈ò、˂Ɔな͎）

ǢǍ事Ȥ

ǥì（ジカͰィル΂、ͯンフルͲンͿな͎）

ͲΏル͸ーのコ΂トέ⼊⼿ƕŕç

サΘΦͯ·ͱーン内のˎǕŮ

˯̇έÔƹ

Ú要ʯȨのɠá

ǀŮÛ全

Ɣǜ封˘（Ɏ­˺Ɏな͎）

đ̈ȅʏǥ

信⽤コ΂ト、À⾦コ΂ト

ƵȗÀɣの不ƫ

有効回答数 538
（出所）The…Business…Continuity…Institute（BCI）『Horizon…Scan…Report…2018』をもとに弊社作成
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問 2． 基幹業務を支える情報システムが災害から受ける影響を軽減するために、どのような対策をとっ
ていますか。あてはまるものに○をつけてください（複数回答可）。
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問 2．īǑ業êをė̱るĴĈシ΂テΠがɼƑ̳ͣùけるǨȆをʀğするた͞に、͎の͢うな�ċをと͈て
います̳。あてはまる͟のにcを͉けてください（ʝú¬ȫƕ）。 

 

 
  

�2�2�

�3�1�

30�7�

20�7�

13�9�

7���

����

����

1���

1�1�

�9���

�2���

29�8�

19�0�

19�3�

9�0�

��7�

��3�

0�8�

0�8�

0� 10� 20� 30� �0� �0� �0� 70�

Ę要なΊー΅のΑΈ͹アΈΘÂǂ（ʉ˽地Âǂ）

外¨Ίー΅セン΅ーɧのŝ⽤

同 ǅɼしない͢うŭɾïに�ʓしている（ǬP東Ü
と|Ʊ）

ΏΈトΫー͹のĺĘÁ

シ΂テΠのĺĘÁ

ɾïのˋȥに͉いては考ʧしていないが�ʓしている
（ǬP東Üに２̎所な͎）

その他の�ċを�͈ている

�ċ⽅法を現ƂĦǏ中である

�ċの予定はない

Ɩ¬ȫ

2018年·
201�年·
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連結売上規模別
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�) に®するɼƑ�ċの¿ũơȇは¢¬調査̳ͣ|きなƄÁはない。なお¬ȫĮ業のÃ結þ上ƋȖŭに�ると、̨同
 ǅɼしない͢うŭɾïに�ʓしている̨̩シ΂テΠのĺĘĄ̩́ΏΈトΫー͹のĺĘÁ̩とい͈た�ċ⽅法は、ī本¥に
þ上ƋȖにƟǬして¿ũƐが�ま͈ているが、Œ�にƋȖがÄさいĮ業の͙うが͢りñͪでいるケー΂ͣͦ͟͜る。ƋȖ
のÄさいĮ業の͙うが、シ΂テΠͯンフΦのƶʖを͢りˑ˪に�う̻とができるというśŎ͟ある͟のとǦʮさͦる。 
  

7��0�

�7�3�

���8�

28�8�

2��9�

13���

11���

0�

0�

�9�3�

�3�0�

31���

33�3�

1��8�

7���

11�1�

1�9�

0�

�2�3�

�1�9�

29�9�

1����

11�7�

����

����

3�9�

0�

�8�1�

�8���

21���

1��0�

7���

��3�

0�

7���

2�2�

�0���

�3���

2��0�

19�7�

1����

7�9�

2���

10���

3�9�

0� 20� �0� �0� 80�

Ę要なΊー΅のΑΈ͹アΈΘÂǂ（ʉ
˽地Âǂ）

外¨Ίー΅セン΅ーɧのŝ⽤

同 ǅɼしない͢うŭɾïに�ʓして
いる（ǬP東Üと|Ʊ）

ΏΈトΫー͹のĺĘÁ

シ΂テΠのĺĘÁ

ɾïのˋȥに͉いては考ʧしていない
が�ʓしている（ǬP東Üに２̎所

な͎）

その他の�ċを�͈ている

�ċ⽅法を現ƂĦǏ中である

�ċの予定はない

p§�B×ĉÇ

3�000ę¯以上

1�000ę¯S3�000ę¯ɘȪ

300ę¯S1�000ę¯ɘȪ

100ę¯S300ę¯ɘȪ

100ę¯ɘȪ

ITに関する災害対策の実施状況は前回調査から大きな変化はない。なお回答企業の連結売上規模別に見ると、「同
時被災しないよう別拠点に分散している」「システムの二重化」「ネットワークの二重化」といった対策方法は、基
本的に売上規模に比例して実施率が高まっているが、反対に規模が小さい企業のほうがより進んでいるケースもみ
られる。規模の小さい企業のほうが、システムインフラの構築をより柔軟に行うことができるという側面もあるも
のと想像される。
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問 3． 災害等による事業中断に備え、通信手段としてどのような機器を準備していますか。  
準備していない場合でも、導入を検討していますか。各機器に対して１つずつ○をつけてください。

全体に前回調査から大きくは変わらないが、前回から選択肢に追加した IP 無線機について普及が進んでおり、
逆に衛星電話やMCA無線機の導入割合は減少傾向にある。

問 4． 事業中断によって発生すると考えられる財務的損失について、対策を講じていますか。 
１つに○をつけてください。

対策を講じている割合は、前回調査（2015年）と大きく変わらない。
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問 3．ɼƑɧに͢る事業中ƛにƊ̱、³信⼿Ȏとして͎の͢うなÒǷをźƊしています̳。 
źƊしていない��で͟、Ʈ⼊をĦǏしています̳。ƇÒǷに�して１͉͉͂cを͉けてくださ
い。 

 

 
全»に¢¬調査̳ͣ|きくはƄͨͣないが、¢¬̳ͣ¼ʴ˾にǤăした �% ƖƬÒに͉いてʩɊがñͪでおり、ɮに

ǐɇĢĀ͠ "�� ƖƬÒのƮ⼊ů�はğƅʡüにある。 
 

問 �．事業中ƛに͈͢て発�すると考̱ͣͦるƦê¥ȩǃに͉いて、�ċをʪ̀ています̳。 
１͉にcを͉けてください。 

 

 
 

�ċをʪ̀ているů�は、¢¬調査（201� 年）と|きくƄͨͣない。 
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問 4-1． （問４で「１．はい」とお答えの方におうかがいします）  
具体的にはどのような対策を講じていますか。あてはまるものに○をつけてください  

（複数回答可）。

「損害保険」の回答割合が前回調査（2015年）から 5%以上上昇している一方、その他項目は横ばい、減少し
ており、「損害保険」への依存度がやや向上しているといえる。

問 4-2． （問４で「２．いいえ」とお答えの方におうかがいします）  

対策を講じていない理由は何ですか。あてはまるものに○をつけてください（複数回答可）。
「事業中断による損失は小さいので対策不要と判断している」との回答割合が前回調査（2015年）から 5%以
上減少してはいるが、相変わらず「事業中断による損失をカバーする合理的手段が見つからない」との回答割合が
圧倒的に多く、「対策を打ちたくても方法がない」現状が伺える。
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問 �-1．（問４で̨１．はい̩とおȫ̱の⽅におう̳がいします） 
ɋ»¥には͎の͢うな�ċをʪ̀ています̳。あてはまる͟のにcを͉けてください（ʝú¬ȫƕ）。 

 

 
̨ȩƑÂƓ̩の¬ȫů�が¢¬調査（201� 年）̳ͣ ��以上上ɨしている⼀⽅、その他ʺ¾はƗ͔い、ğƅし

ており、̨ȩƑÂƓ̩へのʠș·が͠͠ü上しているとい̱る。 
 

問 �-2．（問４で̨２．いい̱̩とおȫ̱の⽅におう̳がいします） 
�ċをʪ̀ていないÅƁはǠです̳。あてはまる͟のにcを͉けてください（ʝú¬ȫƕ）。 

 

 

̨事業中ƛに͢るȩǃはÄさいので�ċ不要とġƛしている̩との¬ȫů�が¢¬調査（201� 年）̳ͣ ��以上
ğƅしてはいるが、ËƄ̨ͨͣ͂事業中ƛに͢るȩǃをカΑーする�Å¥⼿Ȏが�͉̳ͣない̩との¬ȫů�がɫɠ¥
にĠく、̨�ċをŊ͇たくて͟⽅法がない̩現ơが̱̑る。 
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事業中ƛに͢るȩǃはÄさいので�ċ不要とġƛ
している

その他
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II. 事業継続計画 (BCP) の策定について

事業継続計画（BCP;…Business…Continuity…Plan）とは、何らかの事業中断が発生した際に、あらかじめ定め
られたレベルに事業を再開、復旧、回復させるための文書化された手順をいいます。（参考：ISO…22301）

問 5．貴社では BCP を策定していますか。１つに○をつけてください。

BCP を策定している企業の割合は、「策定中」「策定の計画がある」という回答も含めると着実に増加している。
2011年の東日本大震災以降の増加の流れがいったん落ち着いた反面、近年では 2016年の熊本地震以降、大規模
災害の頻度も上昇してきているという状況に応じて、BCP策定への動きが再び増加していると想定される。
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��� 事業ğ��É(���)の策定について 
事業ɹðěű（��%� �><581<< �98=58>5=? %6-8）とは、Ǡ̳ͣの事業中ƛが発�したħに、あ̳ͣ̀͞定ͣͦ͞
たレΚルに事業をœº、ǣʊ、¬ǣさせるた͞のŠŖÁさͦた⼿ɴをいいます。（参考P�($ 22301） 
 

問 �．ȴ社では ��% をċ定しています̳。１͉にcを͉けてください。 

 
d2010 年·以¢に͉いては、̨現Ƃ、ċ定中である̨̩ċ定のěűがある̩のʺ¾はƤ�さͦていた 

 
��% をċ定しているĮ業のů�は、̨ċ定中̨̩ċ定のěűがある̩という¬ȫ͟ǰ͞るとǆ¿にĤăしている。

2011 年の東⽇本|ʦɼ以ȺのĤăのƚͦがい͈たͪƙ͇ǆいたŒŎ、Ļ年では 201� 年のʟ本地ʦ以Ⱥ、|Ƌ
ȖɼƑの̋·͟上ɨしてきているというơȇにƍ̀て、��% ċ定へのÎきがœ͖ĤăしているとǦ定さͦる。 
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※ 2010年度以前については、「現在、策定中である」「策定の計画がある」の項目は統合されていた
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製造業／非製造業
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なお、「BCPを策定している割合が製造業の方が非製造業よりも高く、その乖離は 15%に近くにもなる」、また、
「売上高規模や従業員規模が大きくなるほど、BCPの策定率は高くなる」傾向は、前回（2015年）と変わらない。

問 5-1． （問 5 で「4．策定していない」とお答えの方におうかがいします）  
BCP を策定していない理由について、あてはまるものに○をつけてください（複数回答可）。

前回調査（2015年）との回答割合とのかい離が５％を超える項目は「事業活動の中断（混乱）が重大なレベル
にまで達したことがほとんどない」「経営層に興味がない」の２項目のみであり、全体の傾向は大きく変わらず、
他調査の結果同様、「専門知識の不足」を理由とする割合が相対的に高いことが確認できる。なお、「経営層に興味
がない」とする割合は前回調査から 10%近く減少していることから、BCPの必要性の認識は広まりつつまると推
測される。

従業員数規模別
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なお、̨��% をċ定しているů�がǀǕ業の⽅がɉǀǕ業͢り͟�く、その̘ȥは 1��にĻくに͟なる̩、また、̨þ
上�ƋȖ͠ȿ業¸ƋȖが|きくなる͙͎、��% のċ定Ɛは�くなる̩ʡüは、¢¬（201� 年）とƄͨͣない。 
 

問 �-1．（問 � で̨�．ċ定していない̩とおȫ̱の⽅におう̳がいします） 
��% をċ定していないÅƁに͉いて、あてはまる͟のにcを͉けてください（ʝú¬ȫƕ）。 

 
¢¬調査（201� 年）との¬ȫů�との̳いȥが５aをȁ̱るʺ¾は̨事業ŝÎの中ƛ（ʌʃ）がĘ|なレΚ

ルにまでǪした̻とが͙と͎ͪない̨̩Ìľɽにȭȧがない̩の２ʺ¾の͜であり、全»のʡüは|きくƄͨͣ͂、他調査の
結果同ǻ、̨ȬǌĶȢの不ƫ̩をÅƁとするů�がË�¥に�い̻とがšĵできる。なお、̨Ìľɽにȭȧがない̩とす
るů�は¢¬調査̳ͣ 10�Ļくğƅしている̻と̳ͣ、��% の必要çのĵȢはŁまり͉͉まるとȟʎさͦる。 
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�����
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事業ŝÎの中ƛ（ʌʃ）がĘ|なレΚルまでǪした̻とが͙と͎ͪない

ȬǌĶȢの不ƫ

事業ŝÎの中ƛ（ʌʃ）が発�して͟�ƒしている

Ũ先事ʺではない

ʝˁす̶る

ŵ⽤が̳̳りす̶る

事業ɹðの問Ćは˚に他のěűがʸ͈ている

Ìľɽにȭȧがない

事業ŝÎ上の利ïがĵȢさͦていない

その他

Ɩ¬ȫ

外¨¥要ɛがない

2018年·
201�年·
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問 6．貴社の BCP はどこまでを対象としていますか。１つに○をつけてください。

問 7． 貴社では具体的にどの部門を BCP の対象にしていますか。あてはまるものに○をつけてくださ
い（複数回答可）。

BCP の対象となる事業範囲については、全社を対象としているという回答割合が、前回調査（2015 年）から
5%以上増加している。部門別にみると、「情報システム部門」と「総務・庶務部門」を対象としている割合が、
前回調査から５％以上増加している一方で、「広報部門」が 5%以上減少している。
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問 �．ȴ社の ��% は͎̻までを�ǁとしています̳。１͉にcを͉けてください。 
 

 
 

問 7．ȴ社ではɋ»¥に͎の¨ǌを ��% の�ǁにしています̳。あてはまる͟のにcを͉けてください 
（ʝú¬ȫƕ）。 

 

 
��% の�ǁとなる事業˄ʇに͉いては、全社を�ǁとしているという¬ȫů�が、¢¬調査（201� 年）̳ͣ ��以
上Ĥăしている。¨ǌŭに͜ると、̨ĴĈシ΂テΠ¨ǌ̩と̨Ğêέ̍ê¨ǌ̩を�ǁとしているů�が、¢¬調査̳ͣ
５a以上Ĥăしている⼀⽅で、̨ŁĈ¨ǌ̩が ��以上ğƅしている。 
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īǑ事業に®ͨるż定¨ǌの͜を�ǁとしたＢＣＰをċ定している
ĴĈシ΂テΠ¨ǌの͜ＢＣＰをċ定している
その他
Ɩ¬ȫ
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���7�

�2�7�

�9���

�8�0�

���1�

���2�

�2�0�
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Ğêέ̍ê¨ǌ
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⼈事／Țê¨ǌ

ǀǕ／ķ�¨ǌ

ÌľĮűέ社�ȏ¨ǌ

ʾǎ®Ã¨ɜ

ŁĈ¨ǌ

ƎʖέëƊǂÅ¨ǌ

コールセン΅ーέおȨǻËǟ˖Śな͎

Ξーケティング¨ǌ

セͷΤリティ（ÂÛέƨɸ）¨ǌ

その他

Ɩ¬ȫ

2018年·
201�年·
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問 �．ȴ社の ��% は͎̻までを�ǁとしています̳。１͉にcを͉けてください。 
 

 
 

問 7．ȴ社ではɋ»¥に͎の¨ǌを ��% の�ǁにしています̳。あてはまる͟のにcを͉けてください 
（ʝú¬ȫƕ）。 

 

 
��% の�ǁとなる事業˄ʇに͉いては、全社を�ǁとしているという¬ȫů�が、¢¬調査（201� 年）̳ͣ ��以
上Ĥăしている。¨ǌŭに͜ると、̨ĴĈシ΂テΠ¨ǌ̩と̨Ğêέ̍ê¨ǌ̩を�ǁとしているů�が、¢¬調査̳ͣ
５a以上Ĥăしている⼀⽅で、̨ŁĈ¨ǌ̩が ��以上ğƅしている。 
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ĴĈシ΂テΠ¨ǌの͜ＢＣＰをċ定している
その他
Ɩ¬ȫ
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セͷΤリティ（ÂÛέƨɸ）¨ǌ
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Ɩ¬ȫ

2018年·
201�年·
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問 8．貴社の BCP が対象としている事象に○をつけてください（複数回答可）。
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問 8．ȴ社の ��% が�ǁとしている事ǁにcを͉けてください（ʝú¬ȫƕ）。 
 

 
d2018 年·調査では、201� 年·調査における¼ʴ˾を以´のとおりƄɩしているP 

έ̨ɞƴìǁ（ōȰ、́Ă、ͼリΦʰʲ、ʰʶな͎）̩を、̨Ăɼ（ȾÕ̗̕、内Ă̗̕、�˦）̨̩ƧˈɼƑ̨̩その他⾃ȗɼƑ（Ȱ
ɼέʶɼέƙˮɧ）̩の３͉に�ů 

έ̨Ɏ­˺Ɏ̩を̨Ɏ­˺ɎέȺ˼̩にƄɩ 
έ̨テΪ（Żɔ�Îに͢る͟の）̩を、̨ÔƹέテΪ（Żɔ�Îに͢る͟の）̩にƄɩ 
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0� 20� �0� �0� 80� 100�
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コンΕΤー΅な͎uz®ÃのトΦΗル

ΦͯフΦͯン（Ģ⼒、ĂĔ、Ͷ΂ɧ）のɳʘ

Ăɼ（ȾÕ̗̕、内Ă̗̕、�˦）

ƧˈɼƑ

その他⾃ȗɼƑ（Ȱɼέʶɼέƙˮέɧ）

ɞƴìǁ（ōȰ、́Ă、ͼリΦʰʲ、ʰʶな͎）

Ɏɼ

©ǶͯンフルͲンͿな͎のŽʏʻ

コンΕΤー΅Ͱͯル΂のŽʏ（サͯΑーア΅Έ͹な͎をǰ͝）

ĢĀ、ͯン΅ーΏΈトな͎の³信トΦΗル

サΘΦͯ·ͱーンのトΦΗルέʔʞ

Ɏ­˺ɎέȺ˼

コンΘΦͯアン΂ǈŒ

事業ɾïの̂ǃ

Į業ͯΡージέΗΦンΌへのΆΡージ

ÔƹέテΪ（Żɔ�Îに͢る͟の）

ǢǍリ΂͹

社内での⼈ƿ事Ȥ

ƭŵ�のȝʈέ�ǧをƑした̻と

Țȯƹ½

ɫ⼒İ»な͎のŝÎ

その他

Ɩ¬ȫ

)'(/年·
)'(,年·

_参考` 
̨Ăɼ̩、̨ƧˈɼƑ̩、̨その
他⾃ȗɼƑ̩のい̳͂ͦを¼
ʴしたĮ業のů�^�0�2� 

※ 2018年度調査では、2015年度調査における選択肢を以下のとおり変更している：
　・…「異常気象（台風、洪水、ゲリラ豪雨、豪雪など）」を、「水災（河川氾濫、内水氾濫、高潮）」「土砂災害」「その他自然災害（風災・雪災・落雷等）」

の３つに分割
　・「火山噴火」を「火山噴火・降灰」に変更　
　・「テロ（過激行動によるもの）」を、「戦争・テロ（過激行動によるもの）」に変更
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「地震・津波」をBCP対象とする回答割合が突出して高い傾向は前回（2015年）と変わらない。その他の事象では、
前回調査（2015年）との回答割合とのかい離が５％を超える項目は 7項目あるが、なかでも、「水災」の割合は、
昨年と選択肢が変わったため断言はできないが、大幅に割合が増加しているといえる。前記「問 1- ②」と同様の
特徴であるが、昨今の大規模水災の発生を受け、関心が高まり BCP対象としたのではないかと推察される。また、
これらの項目には、「コンピューターなど IT 関連のトラブル」、「コンピューターウイルスの感染」、「電話、インター
ネットなどの通信トラブル」が含まれ、いずれも 10%前後増加しており、昨今の IT の業務異存が高まっている
状況を反映しているものと推察される（他３項目は「ライフラインの途絶」「火災」「火山噴火・降灰」）。
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̨地ʦέȌɂ̩を ��% �ǁとする¬ȫů�がȻ�して�いʡüは¢¬（201� 年）とƄͨͣない。その他の事ǁで
は、¢¬調査（201� 年）との¬ȫů�との̳いȥが５aをȁ̱るʺ¾は 7 ʺ¾あるが、な̳で͟、̨Ăɼ̩のů�は、
ņ年と¼ʴ˾がƄ͈ͨたた͞ƛēはできないが、|țにů�がĤăしているとい̱る。¢記̨問 1-̛̩と同ǻのżʳで
あるが、ņµの|ƋȖĂɼの発�をùけ、®ĳが�まり��%�ǁとしたのではない̳とȟȕさͦる。また、̻ͦͣのʺ¾
には、̨コンΕΤー΅ーな͎�)®ÃのトΦΗル̩、̨コンΕΤー΅ーͰͯル΂のŽʏ̩、̨ĢĀ、ͯン΅ーΏΈトな͎の³信トΦΗル̩
がǰまͦ、い͂ͦ͟ 10�¢後Ĥăしており、ņµの�)の業êɞșが�ま͈ているơȇをŒɶしている͟のとȟȕさͦる
（他３ʺ¾は̨ΦͯフΦͯンのɳʘ̨̩Ɏɼ̨̩Ɏ­˺ɎέȺ˼̩）。 
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製造業と非製造業との回答割合の乖離が5%を超える項目は13項目、うち10%を超える項目は6項目にわたり、
製造業と非製造業とでは BCPの対象とする事象は大きく異なる。10％を超える 6項目のうち、製造業の割合が高
い項目は、「水災」、「火災」、「新型インフルエンザ等感染症」、「サプライチェーン」となる。乖離が一番大きいのが「サ
プライチェーン」である。一方、非製造業の割合が高い項目は「コンピューターなどＩＴ関連のトラブル」と「電話・
インターネットなどの通信トラブル」となっている。非製造業は、「コンピューターウイルスの感染」の項目も製
造業よりも 5%以上高い結果になっており、IT に関連する事象を BCPの対象とする割合が相対的に高いといえる。

問 9． 貴社の BCP では、以下事項について記載をしていますか。  
あてはまるものに○をつけてください（複数選択可）。

今回の調査で新設した質問項目であるが、BCPに「体制（指揮命令系統）」を記載している割合はほぼ 100%と
予想どおりの結果であった。状況把握や人命安全確保に関する「ルールや帳票類」を記載している割合が70%弱、「事
業や業務の優先順位」は約 60%、「課題の特定と対策」まで踏み込んでいる割合が 40%未満と、その他項目につ
いては差が出ており、策定している BCPの内容が企業によって大きく異なる現状が確認できた。なお、「業務継続
の障害となる経営資源の特定と課題や対策の整理」の記載割合が突出して低いのは、実施にあたって各種分析が必
要で、コスト負担も大きいことが要因だと推察される。
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 ǀǕ業とɉǀǕ業との¬ȫů�の̘ȥが ��をȁ̱るʺ¾は 13 ʺ¾、う͇ 10�をȁ̱るʺ¾は � ʺ¾にͨたり、
ǀǕ業とɉǀǕ業とでは��%の�ǁとする事ǁは|きくɞなる。10aをȁ̱る�ʺ¾のう͇、ǀǕ業のů�が�いʺ
¾は、̨Ăɼ̩、̨Ɏɼ̩、̨©ǶͯンフルͲンͿɧŽʏʻ̩、̨サΘΦͯ·ͱーン̩となる。̘ȥが⼀ǚ|きいのが̨サΘΦͯ·
ͱーン̩である。⼀⽅、ɉǀǕ業のů�が�いʺ¾は̨コンΕΤー΅ーな͎uz®ÃのトΦΗル̩と̨ĢĀέͯン΅ーΏΈトな͎
の³信トΦΗル̩とな͈ている。ɉǀǕ業は、̨コンΕΤー΅ーͰͯル΂のŽʏ̩のʺ¾͟ǀǕ業͢り͟ ��以上�い結果に
な͈ており、�) に®Ãする事ǁを ��% の�ǁとするů�がË�¥に�いとい̱る。 
 
 

問 9．ȴ社の ��% では、以´事ʺに͉いて記ʥをしています̳。あてはまる͟のにcを͉けてください
（ʝú¼ʴƕ）。 

 
µ¬の調査で©ëしたǄ問ʺ¾であるが、��% に̨»ß（Ě˕ǧʗȳƤ）̩を記ʥしているů�は͙͚ 100�と

予Ǧ͎おりの結果であ͈た。ơȇ˳ʿ͠⼈ǧÛ全šÂに®する̨ルール͠ˬ票Ʉ̩を記ʥしているů�が 70�ʨ、̨事
業͠業êのŨ先ɴģ̩はÉ �0�、̨ǔĆのż定と�ċ̩までɡ͜ĩͪでいるů�が �0�ɘȪと、その他ʺ¾に͉い
てはǩが�ており、ċ定している ��% の内ŌがĮ業に͈͢て|きくɞなる現ơがšĵできた。なお、̨業êɹðのȵƑと
なるÌľÀɣのż定とǔĆ͠�ċのƸÅ̩の記ʥů�がȻ�してƼいのは、¿ũにあた͈てƇȈ�ˌが必要で、コ΂
トƣƢ͟|きい̻とが要ɛだとȟȕさͦる。
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BCP に「体制（指揮命令系統）」を記載している割合については、製造業と非製造業の差はない。一方、その他
項目については、いずれも製造業の記載割合が相対的に高く、状況把握や人命安全確保に関する「ルールや帳票類」
を記載している割合では約 5%、「事業や業務の優先順位」は約 10%、「業務継続の障害となる経営資源の特定と
課題や対策の整理」まで踏み込んでいる割合が約 20%と、乖離の割合にも差が出ていることが確認できた。
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��% に̨»ß（Ě˕ǧʗȳƤ）̩を記ʥしているů�に͉いては、ǀǕ業とɉǀǕ業のǩはない。⼀⽅、その他ʺ

¾に͉いては、い͂ͦ͟ǀǕ業の記ʥů�がË�¥に�く、ơȇ˳ʿ͠⼈ǧÛ全šÂに®する̨ルール͠ˬ票Ʉ̩を
記ʥしているů�ではÉ ��、̨事業͠業êのŨ先ɴģ̩はÉ 10�、̨業êɹðのȵƑとなるÌľÀɣのż定とǔ
Ć͠�ċのƸÅ̩までɡ͜ĩͪでいるů�がÉ 20�と、̘ȥのů�に͟ǩが�ている̻とがšĵできた。 
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BCP に「体制（指揮命令系統）」を記載している割合は、企業規模において大きく差はないことが確認できた。
その他項目については、企業規模が小さくなるごとに、記載割合が少なくなっており、特に「業務継続の障害とな
る経営資源の特定と課題や対策の整理」においては、記載割合に相対的に大きな乖離が生じている。「業務継続の
障害となる経営資源の特定と課題や対策の整理」において乖離が大きな要因は、実施にあたって各種分析が必要で、
コスト負担も大きいため、相対的に体力が低い小規模事業者での実施が困難になっているところにあると推察され
る。
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��% に̨»ß（Ě˕ǧʗȳƤ）̩を記ʥしているů�は、Į業ƋȖにおいて|きくǩはない̻とがšĵできた。その

他ʺ¾に͉いては、Į業ƋȖがÄさくなるごとに、記ʥů�がƅなくな͈ており、żに̨業êɹðのȵƑとなるÌľÀɣ
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|きいた͞、Ë�¥に»⼒がƼいÄƋȖ事業�での¿ũがʣǓにな͈ていると̻ͧにあるとȟȕさͦる。 
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問 10． 貴社の BCP では、以下の戦略を想定していますか。あてはまるものに○をつけてください 
（複数選択可）。

今回の調査で質問内容を大きく見直しした項目であるが、「平常時とは異なる場所で継続させる戦略」を想定し
ている割合が、突出して多いことが確認できた。同戦略に関しては、前回調査（2015年）でも同様の質問をして
いるが、同戦略を想定している企業の割合は、前回と比べて 5％以上増加しており、着実に増加しているといえる。
一方、「在庫を積み増す戦略」、「他社に業務委託する戦略」を想定している割合は 15%前後、「他社製品を購入し
て自社製品として出荷する戦略」は５％程度とまだまだ少ない。実施にあたってコストが掛かったり、他社との調
整が必要となったりする点が、その要因だと推察される。
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問 10．ȴ社の ��% では、以´のÔʜをǦ定しています̳。あてはまる͟のにcを͉けてください（ʝú
¼ʴƕ）。 

 

µ¬の調査でǄ問内Ōを|きく�ŉししたʺ¾であるが、̨ÿƴ とはɞなる�所でɹðさせるÔʜ̩をǦ定してい
るů�が、Ȼ�してĠい̻とがšĵできた。同Ôʜに®しては、¢¬調査（201� 年）で͟同ǻのǄ問をしているが、
同ÔʜをǦ定しているĮ業のů�は、¢¬とƟ͘て �a以上Ĥăしており、ǆ¿にĤăしているとい̱る。⼀⽅、̨Ƃ
ɰをǴ͜ĤすÔʜ̩、̨他社に業êļɐするÔʜ̩をǦ定しているů�は 1��¢後、̨他社ǀŮをʾ⼊して⾃社ǀ
Ůとして�ˊするÔʜ̩は５aǼ·とまだまだƅない。¿ũにあた͈てコ΂トがˍ̳͈たり、他社との調Ƹが必要とな͈たり
するïが、その要ɛだとȟȕさͦる。 
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各項目の想定割合が、製造業と非製造業で、約 10％ ~20%乖離しており、業種により全く異なる傾向が確認
できた。特に、「平常時とは異なる場所で継続させる戦略」においては、想定している割合が非製造業の方が 10%
程度多い。これは、製造業の方が、設備等の関係から「その拠点でないと対応できないような事業形態」が多いこ
とが要因であると推察される。また、「在庫を積み増す戦略」、「他社に業務委託する戦略」において、圧倒的に製
造業の方が非製造業よりも想定割合が高いとの特徴も確認できた。
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Ƈʺ¾のǦ定ů�が、ǀǕ業とɉǀǕ業で、É 10aA20�̘ȥしており、業Ȉに͢り全くɞなるʡüがšĵでき

た。żに、̨ÿƴ とはɞなる�所でɹðさせるÔʜ̩においては、Ǧ定しているů�がɉǀǕ業の⽅が 10�Ǽ·Ġ
い。̻ͦは、ǀǕ業の⽅が、ëƊɧの®Ť̨̳ͣそのɾïでないと�ƍできない͢うな事業ǯư̩がĠい̻とが要ɛであ
るとȟȕさͦる。また、̨ƂɰをǴ͜ĤすÔʜ̩、̨他社に業êļɐするÔʜ̩において、ɫɠ¥にǀǕ業の⽅がɉǀǕ
業͢り͟Ǧ定ů�が�いとのżʳ͟šĵできた。 

 

 

���7�

29�9�

2����

1����

11�1�

7����

��8�

8���

9�9�

1�9�

0� 20� �0� �0� 80� 100�

ÿƴ に�ͨͦていた業êを、ɼƑ発� に、ÿƴ
 とはɞなる�所でɹðさせるÔʜ

ɼƑ発�を�˹̱て、ƂɰをǴ͜ĤすÔʜ

ÿƴ に⾃社で¿ũしていた業êを、ɼƑ発� 
に、他社に業êļɐをしてɹðさせるÔʜ

その他

他社ǀŮをʾ⼊して、⾃社ǀŮとして�ˊするÔʜ

êó業／ĕêó業

ǀǕ業

ɉǀǕ業

82���

2����

13�7�

9�8�

7�8�

81���

32�7�

18���

��1�

8�2�

�2�7�

9�0�

20�9�

9�0�

1����

70�3�

12���

17�2�

1���

9���

�8�8�

��3�

��3�

2�1�

18�8�

0� 20� �0� �0� 80� 100�

ÿƴ に�ͨͦていた業êを、ɼƑ発� に、ÿƴ 
とはɞなる�所でɹðさせるÔʜ

ɼƑ発�を�˹̱て、ƂɰをǴ͜ĤすÔʜ

ÿƴ に⾃社で¿ũしていた業êを、ɼƑ発� に、
他社に業êļɐをしてɹðさせるÔʜ

他社ǀŮをʾ⼊して、⾃社ǀŮとして�ˊするÔʜ

その他

p§�B×ĉÇ

3�000ę¯以上
1�000ę¯S3�000ę¯ɘȪ
300ę¯S1�000ę¯ɘȪ
100ę¯S300ę¯ɘȪ
100ę¯ɘȪ

製造業／非製造業

 

26 
 

 
Ƈʺ¾のǦ定ů�が、ǀǕ業とɉǀǕ業で、É 10aA20�̘ȥしており、業Ȉに͢り全くɞなるʡüがšĵでき

た。żに、̨ÿƴ とはɞなる�所でɹðさせるÔʜ̩においては、Ǧ定しているů�がɉǀǕ業の⽅が 10�Ǽ·Ġ
い。̻ͦは、ǀǕ業の⽅が、ëƊɧの®Ť̨̳ͣそのɾïでないと�ƍできない͢うな事業ǯư̩がĠい̻とが要ɛであ
るとȟȕさͦる。また、̨ƂɰをǴ͜ĤすÔʜ̩、̨他社に業êļɐするÔʜ̩において、ɫɠ¥にǀǕ業の⽅がɉǀǕ
業͢り͟Ǧ定ů�が�いとのżʳ͟šĵできた。 

 

 

���7�

29�9�

2����

1����

11�1�

7����

��8�

8���

9�9�

1�9�

0� 20� �0� �0� 80� 100�

ÿƴ に�ͨͦていた業êを、ɼƑ発� に、ÿƴ
 とはɞなる�所でɹðさせるÔʜ

ɼƑ発�を�˹̱て、ƂɰをǴ͜ĤすÔʜ

ÿƴ に⾃社で¿ũしていた業êを、ɼƑ発� 
に、他社に業êļɐをしてɹðさせるÔʜ

その他

他社ǀŮをʾ⼊して、⾃社ǀŮとして�ˊするÔʜ

êó業／ĕêó業

ǀǕ業

ɉǀǕ業

82���

2����

13�7�

9�8�

7�8�

81���

32�7�

18���

��1�

8�2�

�2�7�

9�0�

20�9�

9�0�

1����

70�3�

12���

17�2�

1���

9���

�8�8�

��3�

��3�

2�1�

18�8�

0� 20� �0� �0� 80� 100�

ÿƴ に�ͨͦていた業êを、ɼƑ発� に、ÿƴ 
とはɞなる�所でɹðさせるÔʜ

ɼƑ発�を�˹̱て、ƂɰをǴ͜ĤすÔʜ

ÿƴ に⾃社で¿ũしていた業êを、ɼƑ発� に、
他社に業êļɐをしてɹðさせるÔʜ

他社ǀŮをʾ⼊して、⾃社ǀŮとして�ˊするÔʜ

その他

p§�B×ĉÇ

3�000ę¯以上
1�000ę¯S3�000ę¯ɘȪ
300ę¯S1�000ę¯ɘȪ
100ę¯S300ę¯ɘȪ
100ę¯ɘȪ

連結売上規模別



27

もともと、企業規模が大きいほど各種戦略を想定をしている割合が高くなるという結果になると想定していたが、
必ずしもそうはなっていない。ただ、「在庫を積み増す戦略」においては、売上高 1000 億円以上、または従業員
数 3000 名以上の規模となる企業群における戦略の想定割合が、その他企業群の倍近くになっている点には留意
が必要である。

問 11． BCP の対象範囲はどのように設定していますか。下記の中で、貴社の BCP の対象に含まれて
いるものに○をつけてください（複数回答可）。

前回調査（2015 年）と大きく傾向は変わらない。相変わらず、BCP の対象範囲を「自社のみ」とする割合が
一番高いが、当該項目だけは、前回調査結果との乖離が 5%を超えて高くなっている。
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͟と͟と、Į業ƋȖが|きい͙͎ƇȈÔʜをǦ定をしているů�が�くなるという結果になるとǦ定していたが、必͂し
͟そうはな͈ていない。ただ、̨ƂɰをǴ͜ĤすÔʜ̩においては、þ上�1000ę¯以上、またはȿ業¸ú3000Ĩ以
上のƋȖとなるĮ業ʼにおけるÔʜのǦ定ů�が、その他Į業ʼのʁĻくにな͈ているïにはʄâが必要である。 

 

問 11．��% の�ǁ˄ʇは͎の͢うにë定しています̳。´記の中で、ȴ社の ��% の�ǁにǰまͦて
いる͟のにcを͉けてください（ʝú¬ȫƕ）。 
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�いが、Ø̊ʺ¾だけは、¢¬調査結果との̘ȥが ��をȁ̱て�くな͈ている。 
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上のƋȖとなるĮ業ʼにおけるÔʜのǦ定ů�が、その他Į業ʼのʁĻくにな͈ているïにはʄâが必要である。 

 

問 11．��% の�ǁ˄ʇは͎の͢うにë定しています̳。´記の中で、ȴ社の ��% の�ǁにǰまͦて
いる͟のにcを͉けてください（ʝú¬ȫƕ）。 

 

¢¬調査（201� 年）と|きくʡüはƄͨͣない。ËƄͨͣ͂、��% の�ǁ˄ʇを̨⾃社の̩͜とするů�が⼀ǚ
�いが、Ø̊ʺ¾だけは、¢¬調査結果との̘ȥが ��をȁ̱て�くな͈ている。 
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9�8�

7����

����

13�1�

11���

1����

�8�9�

��1�

20���

12�3�

12�3�

72�9�

3���

8���
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0� 20� �0� �0� 80� 100�

ÿƴ に�ͨͦていた業êを、ɼƑ発� に、ÿ
ƴ とはɞなる�所でɹðさせるÔʜ

他社ǀŮをʾ⼊して、⾃社ǀŮとして�ˊするÔ
ʜ

ÿƴ に⾃社で¿ũしていた業êを、ɼƑ発� 
に、他社に業êļɐをしてɹðさせるÔʜ

ɼƑ発�を�˹̱て、ƂɰをǴ͜ĤすÔʜ

その他

Ĕ業h数×ĉÇ

7�000⼈以上
3�000⼈以上S7�000⼈ɘȪ
1�000⼈以上S3�000⼈ɘȪ
300⼈以上S1�000⼈ɘȪ
300⼈ɘȪ
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�1���

21�1�

1��0�
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��7�
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�����
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��1�
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0� 10� 20� 30� �0� �0� �0� 70�

⾃社の͜

Ã結�ǁのグルーΘ会社

Óø先（サΘΦͯΣー）͠協⼒Į業

海外事業所／海外現地法⼈

Ã結�ǁでないグルーΘ®Ã会社

地ǜ社会

�ĉあるいは��Ò®

その他

Ɩ¬ȫ

2018年·

201�年·
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問 12． BCP に取組む契機になった要因は何ですか。あてはまるものに○をつけてください  
（複数回答可）。

前回調査（2015 年）と大きく傾向は変わらず、BCPに取組む契機となった要因として、「コーポレートガバナ
ンス・CSR の一環」、「従業員を守る」、「顧客への供給責任を果たす」の３項目が突出している。なお、「従業員を
守る」項目は前回調査から 5%以上増加、「顧客への供給責任を果たす」項目は 5%以上減少している。

 

�� 
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問 13．BCP に取組むメリットは何ですか。あてはまるものに○をつけてください（複数回答可）。

前回調査（2015年）と大きく傾向は変わらず、BCPに取組むメリットとして、「災害等からの素早い復旧」、「災
害等により影響の低減」、「顧客からの信頼を維持」の３項目が突出している。このうち、「災害等からの素早い復旧」
をメリットとする割合のみが、前回調査よりも５％以上高くなっている。

製造業と非製造業との回答割合の乖離が 5%を超える項目は６項目あり、業種によって異なる傾向が確認できた。
特に乖離が大きい項目は、「顧客からの信頼維持」と「株主からの信頼の維持」であり、いずれも製造業の割合が
20%超高い結果となっている。
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問 13．��% にÓĖ͝ΡリΈトはǠです̳。あてはまる͟のにcを͉けてください（ʝú¬ȫƕ）。 

 
¢¬調査（201� 年）と|きくʡüはƄͨͣ͂、��% にÓĖ͝ΡリΈトとして、̨ɼƑɧ̳ͣのɱƾいǣʊ̩、̨ɼƑ

ɧに͢りǨȆのƼğ̩、̨ʯȨ̳ͣの信ɍをʅď̩の３ʺ¾がȻ�している。̻のう͇、̨ɼƑɧ̳ͣのɱƾいǣʊ̩をΡリ
Έトとするů�の͜が、¢¬調査͢り͟５a以上�くな͈ている。 

 
 

 
 

ǀǕ業とɉǀǕ業との¬ȫů�の̘ȥが ��をȁ̱るʺ¾は６ʺ¾あり、業Ȉに͈͢てɞなるʡüがšĵできた。
żに̘ȥが|きいʺ¾は、̨ʯȨ̳ͣの信ɍʅď̩と̨ŔÚ̳ͣの信ɍのʅď̩であり、い͂ͦ͟ǀǕ業のů�が 20�
ȁ�い結果とな͈ている。 
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ΗΦンΌέȰȮをȍる
ĖȲに�するÅĲをȂ͞る

ÂƓŦのƼğ

その他
Ɩ¬ȫ
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201�年·
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ĖȲに�するÅĲをȂ͞る

ÂƓŦのƼğ
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êó業／ĕêó業

ǀǕ業
ɉǀǕ業
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問 13．��% にÓĖ͝ΡリΈトはǠです̳。あてはまる͟のにcを͉けてください（ʝú¬ȫƕ）。 

 
¢¬調査（201� 年）と|きくʡüはƄͨͣ͂、��% にÓĖ͝ΡリΈトとして、̨ɼƑɧ̳ͣのɱƾいǣʊ̩、̨ɼƑ

ɧに͢りǨȆのƼğ̩、̨ʯȨ̳ͣの信ɍをʅď̩の３ʺ¾がȻ�している。̻のう͇、̨ɼƑɧ̳ͣのɱƾいǣʊ̩をΡリ
Έトとするů�の͜が、¢¬調査͢り͟５a以上�くな͈ている。 

 
 

 
 

ǀǕ業とɉǀǕ業との¬ȫů�の̘ȥが ��をȁ̱るʺ¾は６ʺ¾あり、業Ȉに͈͢てɞなるʡüがšĵできた。
żに̘ȥが|きいʺ¾は、̨ʯȨ̳ͣの信ɍʅď̩と̨ŔÚ̳ͣの信ɍのʅď̩であり、い͂ͦ͟ǀǕ業のů�が 20�
ȁ�い結果とな͈ている。 
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問 14．BCP を策定する際に参考としたガイドラインなどはありますか。１つに○をつけてください。

前回の調査結果（2015年）と比べ、参考としたガイドラインが「ある」とする割合が 5％超減少している結果
を考慮すると、「減少している」と評価せざるを得ない。
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問 1�．��% をċ定するħに参考としたͶͯΌΦͯンな͎はあります̳。１͉にcを͉けてください。 

 
 

¢¬の調査結果（201� 年）とƟ͘、参考としたͶͯΌΦͯンが̨ある̩とするů�が �aȁğƅしている結果を考ʧ
すると、̨ğƅしている̩とȮĽさざるをįない。 
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7����

29�0�
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0� 20� �0� �0� 80� 100�

)'(/年·

)'(,年·
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問 14-1． （問 14 で「１．ある」とお答えの方におうかがいします）  
BCP を策定する際に、どの資料を参考にしましたか。あてはまるものに○をつけてくださ
い（複数回答可）。

前回調査（2015年）と大きく傾向は変わらず、日本政府が発行したガイドラインが多く参照されている。前回
調査結果との乖離が大きな資料は、内閣府「事業継続ガイドライン」と中小企業庁「中小企業 BCPに策定運用指針」
であり、前者は 10%超減少、後者は 10％近く増加している。
国際規格 ISO22301 を参照する企業の割合が少ない傾向も変わらないが、前述した、The…Business…

Continuity… Institute（BCI）の報告書「Horizon…Scan…Report…2018」では、ISO22301 を参照している企業の
割合（認証を取得しているかどうかは問わない）は 70％にのぼっている。
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問 1�-1．（問 1� で̨１．ある̩とおȫ̱の⽅におう̳がいします） 
��%をċ定するħに、͎のÀŦを参考にしました̳。あてはまる͟のにcを͉けてください（ʝú
¬ȫƕ）。 

 
d内Ʌĉ̨事業ɹðͶͯΌΦͯン̩は 2013 年 8 ⽉͢りāãʷ 

¢¬調査（201� 年）と|きくʡüはƄͨͣ͂、⽇本�ĉが発�したͶͯΌΦͯンがĠく参ˀさͦている。¢¬調査
結果との̘ȥが|きなÀŦは、内Ʌĉ̨事業ɹðͶͯΌΦͯン̩と中ÄĮ業ŷ̨中ÄĮ業 ��% にċ定ň⽤ĚƩ̩であ
り、¢�は 10�ȁğƅ、後�は 10aĻくĤăしている。 

国ħƋŞ �($22301 を参ˀするĮ業のů�がƅないʡü͟Ƅͨͣないが、¢Ȑした、)41 �><581<< 
�98=58>5=? �8<=5=>=1（���）のĈőŖ̨�9;5@98 (/-8 '1:9;= 2018̩では、�($22301を参ˀしているĮ業の
ů�（ĵŏをÓįしている̳͎う̳は問ͨない）は 70aにの͚͈ている。  
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業ɹðͶͯΌΦͯン̩ ）

（Ʀ）⾦ĐĴĈシ΂テΠセン΅ー̨⾦ĐÒ®ɧにおけるコンティンジͱ
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その他

2018年·
201�年·

※内閣府「事業継続ガイドライン」は 2013年 8月より第三版
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問 15． 貴社のサプライヤー  （貴社に部品やサービスを提供している会社）の数はどれくらいですか。 
１つに○をつけてください。

問 16． 貴社は、二次サプライヤー（貴社と取引のあるサプライヤーに商品やサービスを提供している
会社）や三次サプライヤー（二次サプライヤーに商品やサービスを提供している会社）の社名
と所在地を把握されていますか。各サプライヤーに関して１つずつ○をつけてください。
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問 1�．ȴ社のサΘΦͯΣー  （ȴ社に¨Ů͠サーΔ΂をŀǫしている会社）のúは͎ͦくͣいです̳。
１͉にcを͉けてください。 

 
dƖ¬ȫを除きžě 
 

問 1�．ȴ社は、ĺŃサΘΦͯΣー（ȴ社とÓøのあるサΘΦͯΣーにƞŮ͠サーΔ΂をŀǫしている会
社）͠ãŃサΘΦͯΣー（ĺŃサΘΦͯΣーにƞŮ͠サーΔ΂をŀǫしている会社）の社Ĩと所
Ƃ地を˳ʿさͦています̳。ƇサΘΦͯΣーに®して１͉͉͂cを͉けてください。 

 
dƖ¬ȫを除きžě 
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ǀǕ

ɉǀǕ

ĺŃサΘΦͯΣー

˳ʿしていない

⼀¨˳ʿしている

⾃社Ę要事業に®ͨる
͟のはす͘て˳ʿしている
す͘て˳ʿしている

※無回答を除き集計
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問 1�．ȴ社のサΘΦͯΣー  （ȴ社に¨Ů͠サーΔ΂をŀǫしている会社）のúは͎ͦくͣいです̳。
１͉にcを͉けてください。 

 
dƖ¬ȫを除きžě 
 

問 1�．ȴ社は、ĺŃサΘΦͯΣー（ȴ社とÓøのあるサΘΦͯΣーにƞŮ͠サーΔ΂をŀǫしている会
社）͠ãŃサΘΦͯΣー（ĺŃサΘΦͯΣーにƞŮ͠サーΔ΂をŀǫしている会社）の社Ĩと所
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�����
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※無回答を除き集計

二次サプライヤー二次サプライヤー
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今回の調査で新設した項目であるが、二次サプライヤーの情報を把握していないとする企業の割合は 20%弱と
少なく、企業における「サプライチェーンの見える化」はこのレイヤーまでは一定進んでいいることが確認できた。
また、レイヤーが三次になるとその割合は約 45%、四次以降になると約 60%となっており、レイヤーが進むご
とに把握が難しくなる現状も確認できた。これは、レイヤーが進むほど、サプライヤーとの関係が希薄になり、か
つ数も多くなることから当然の結果だといえる。
また、製造業と非製造業を比べてみると、傾向に大きな差があることが確認できた。特に、二次サプライヤー、
ならびに三次サプライヤーに関する情報把握においては、「把握していない」とする割合が、製造業の方が約 15%
も低い結果となっている。
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dƖ¬ȫを除きžě 

 
 

 
dƖ¬ȫを除きžě 

 
µ¬の調査で©ëしたʺ¾であるが、ĺŃサΘΦͯΣーのĴĈを˳ʿしていないとするĮ業のů�は 20�ʨとƅな

く、Į業における̨サΘΦͯ·ͱーンの�̱るÁ̩は̻のレͯΣーまでは⼀定ñͪでいいる̻とがšĵできた。また、レͯΣーが
ãŃになるとそのů�はÉ ���、ǽŃ以ȺになるとÉ �0�とな͈ており、レͯΣーがñ͝ごとに˳ʿがǓしくなる現ơ͟
šĵできた。̻ͦは、レͯΣーがñ͙͎͝、サΘΦͯΣーとの®Ťが希ˇになり、̳͉ú͟Ġくなる̻と̳ͣØȗの結果だとい
̱る。 

また、ǀǕ業とɉǀǕ業をƟ͘て͜ると、ʡüに|きなǩがある̻とがšĵできた。żに、ĺŃサΘΦͯΣー、な͖ͣに
ãŃサΘΦͯΣーに®するĴĈ˳ʿにおいては、̨˳ʿしていない̩とするů�が、ǀǕ業の⽅がÉ 1��͟Ƽい結果と
な͈ている。 

 

 

�9�8�

�1�1�

���3�

32�7�

�3�9�

2��3�

12���

11�2�

13�2�

��2�

3�7�

��3�

0� 20� �0� �0� 80� 100�

全»

ǀǕ

ɉǀǕ

ãŃサΘΦͯΣー

˳ʿしていない

⼀¨˳ʿしている

⾃社Ę要事業に®ͨる
͟のはす͘て˳ʿしている
す͘て˳ʿしている

���1�

�3���

�8�1�

23���

29�0�

19���

����

��7�

7���

��0�

2�8�

��9�

0� 20� �0� �0� 80� 100�

全»

ǀǕ

ɉǀǕ

ǽŃ以ȺのサΘΦͯΣー

˳ʿしていない

⼀¨˳ʿしている

⾃社Ę要事業に®ͨる
͟のはす͘て˳ʿしている
す͘て˳ʿしている

※無回答を除き集計
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dƖ¬ȫを除きžě 

 
 

 
dƖ¬ȫを除きžě 

 
µ¬の調査で©ëしたʺ¾であるが、ĺŃサΘΦͯΣーのĴĈを˳ʿしていないとするĮ業のů�は 20�ʨとƅな

く、Į業における̨サΘΦͯ·ͱーンの�̱るÁ̩は̻のレͯΣーまでは⼀定ñͪでいいる̻とがšĵできた。また、レͯΣーが
ãŃになるとそのů�はÉ ���、ǽŃ以ȺになるとÉ �0�とな͈ており、レͯΣーがñ͝ごとに˳ʿがǓしくなる現ơ͟
šĵできた。̻ͦは、レͯΣーがñ͙͎͝、サΘΦͯΣーとの®Ťが希ˇになり、̳͉ú͟Ġくなる̻と̳ͣØȗの結果だとい
̱る。 

また、ǀǕ業とɉǀǕ業をƟ͘て͜ると、ʡüに|きなǩがある̻とがšĵできた。żに、ĺŃサΘΦͯΣー、な͖ͣに
ãŃサΘΦͯΣーに®するĴĈ˳ʿにおいては、̨˳ʿしていない̩とするů�が、ǀǕ業の⽅がÉ 1��͟Ƽい結果と
な͈ている。 

 

 

�9�8�

�1�1�

���3�

32�7�

�3�9�

2��3�

12���

11�2�

13�2�

��2�

3�7�

��3�

0� 20� �0� �0� 80� 100�

全»

ǀǕ

ɉǀǕ

ãŃサΘΦͯΣー

˳ʿしていない

⼀¨˳ʿしている

⾃社Ę要事業に®ͨる
͟のはす͘て˳ʿしている
す͘て˳ʿしている

���1�

�3���

�8�1�

23���

29�0�

19���

����

��7�

7���

��0�

2�8�

��9�

0� 20� �0� �0� 80� 100�

全»

ǀǕ

ɉǀǕ

ǽŃ以ȺのサΘΦͯΣー

˳ʿしていない

⼀¨˳ʿしている

⾃社Ę要事業に®ͨる
͟のはす͘て˳ʿしている
す͘て˳ʿしている

※無回答を除き集計

三次サプライヤー

四次以降のサプライヤー
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問 17． 貴社は、大災害等発生時にサプライヤーからの部品やサービスの提供を確保するために、どの
ような事前対策を講じていますか。あてはまるものに○をつけてください（複数回答可）

ここでは、上記問 17に対する回答をもとに、以下【1】、【2】の分析を実施する。

【1】事前サプライヤー対策の実施率

今回の調査で新設した項目であるが、何らかの事前対策を講じているとする企業の割合が 65%を超えている。
この割合は、BCP策定率（問 5、56％）よりも高く、BCPは策定してはいないものの、サプライヤーからの部品・
サービスの提供を確保するための対策は講じている企業が一定数ある現状が確認できた。また、事前対策の実施率
は、製造業では 90％弱、非製造業では 55%程度と大きな差があることも確認できた。
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問 17．ȴ社は、|ɼƑɧ発� にサΘΦͯΣー̳ͣの¨Ů͠サーΔ΂のŀǫをšÂするた͞に、͎の͢
うな事¢�ċをʪ̀ています̳。あてはまる͟のにcを͉けてください（ʝú¬ȫƕ） 

 
̻̻では、上記問 17 に�する¬ȫを͟とに、以´̬1̭、̬2̭の�ˌを¿ũする。 
 

̬1̭事¢サΘΦͯΣー�ċの¿ũƐ 

 
dƖ¬ȫを除きžě 
 

µ¬の調査で©ëしたʺ¾であるが、Ǡ̳ͣの事¢�ċをʪ̀ているとするĮ業のů�が ���をȁ̱ている。̻の
ů�は、��% ċ定Ɛ（問 �、��a）͢り͟�く、��% はċ定してはいない͟のの、サΘΦͯΣー̳ͣの¨ŮέサーΔ΂の
ŀǫをšÂするた͞の�ċはʪ̀ているĮ業が⼀定úある現ơがšĵできた。また、事¢�ċの¿ũƐは、ǀǕ業で
は 90aʨ、ɉǀǕ業では ���Ǽ·と|きなǩがある̻と͟šĵできた。 

  

�7�1�

87���

���9�

32�9�

12���

���1�

0� 20� �0� �0� 80� 100�

全業Ȉ

ǀǕ業

ɉǀǕ業

�ċをʪ̀
ている

�ċをʪ̀
ていない

※無回答を除き集計
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【2】事前サプライヤー対策の内容

事前対策の中では、「サプライヤーの多重化」、「サプライチェーンの見える化（二社購買）」、「在庫の確保」の
順で実施割合が高い。この中で、「サプライヤーの多重化」対策は、製造業と非製造業で実施割合が大きく乖離し
ている点が特徴であり、製造業が非製造業よりもが約 30%高い結果となっている。一方、「BCP 整備等の要請」
（21.3%）、「BCP整備等を取引条件とする」（3.0%）等、サプライヤーに対策を働きかける対応はまだまだ少ない。

 

35 
 

̬2̭事¢サΘΦͯΣー�ċの内Ō 

 
d̨�ċをʪ̀ていない̩との¬ȫな͖ͣにƖ¬ȫを除きžě 
 

事¢�ċの中では、̨サΘΦͯΣーのĠĘÁ̩、̨サΘΦͯ·ͱーンの�̱るÁ（ĺ社ʾǎ）̩、̨ƂɰのšÂ̩のɴで
¿ũů�が�い。̻の中で、̨サΘΦͯΣーのĠĘÁ̩�ċは、ǀǕ業とɉǀǕ業で¿ũů�が|きく̘ȥしているï
がżʳであり、ǀǕ業がɉǀǕ業͢り͟がÉ 30��い結果とな͈ている。⼀⽅、̨��%ƸƊɧの要Ǿ̩（21�3�）、
̨��% ƸƊɧをÓøƃıとする̩（3�0�）ɧ、サΘΦͯΣーに�ċをȯき̳ける�ƍはまだまだƅない。 

�0���

�1�3�

30���

27�8�

21�3�

17���

13�9�

8�7�

3�0�

��3�

�0�2�

�3�8�

32�0�

28�9�

22�7�

21�9�

1����

9���

2�3�

2�3�

33�1�

33�1�

2����

22�9�

1��9�

10�2�

9�3�

��8�

3���

��9�

0� 20� �0� �0� 80�

サΘΦͯΣーのĠĘÁ（ĺ社ʾǎ）のȟñ

サΘΦͯ·ͱーンの�̱るÁ（ĺŃέãŃサΘΦͯΣーの
社Ĩέ所Ƃ地の˳ʿɧ）

¨ŮɧのƂɰのšÂ

|ɼƑ発� にサΘΦͯΣー̳ͣǅɼĴĈをɱƾくŴ
žできるȉĖ͜のƶʖ（シ΂テΠをŘ͈たĴĈžÉの

ȉĖ͜、ÃʫルールέフͳーΞΈトのŀǫɧ）

サΘΦͯΣーに�するƨɼ�ċέ��%ƸƊの要Ǿ

サΘΦͯΣーのリ΂͹のȮĽ（ΐͿーΌΞΈΘĴĈの˳ʿ
ɧ）

サΘΦͯΣーに�するƨɼ�ċέ��%ƸƊのşǵçの
šĵ（アンケート、Γアリングɧの¿ũ）

サΘΦͯΣーに�するƨɼέ��%®ÃĴĈのŀǫ（À
Ŧŀǫ、Ǚȹ¿ũɧ）

ƨɼ�ċέ��%ƸƊをÓøƃıとする

その他

全業Ȉ
ǀǕ業

ɉǀǕ業

※「対策を講じていない」との回答ならびに無回答を除き集計
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問 17-1． （問 17 で「１．～ 10．」のいずれかをお答えの方へおうかがいします）  
問 17 でご回答いただいた「事前対策」を実施するサプライヤーはどのように絞り込んでい
ますか。絞り込みの条件としてあてはまるものに○をつけてください（複数回答可）

ここでは、上記問 17-1 に対する回答をもとに、以下【1】、【2】の分析を実施する。

【1】事前対策を実施するサプライヤーの絞り込み対応率

今回の調査で新設した項目であるが、四分の三以上の企業が、サプライヤーを絞り込んだうえで、事前対策を実
施している結果となった。
製造業と非製造業の絞り込み実施率の乖離は約 10%で、製造業の方が実施率がやや高い。

【2】事前対策を実施するサプライヤーの絞り込み方法 

事前対策を実施する対象を絞り込む際、「自社重要事業への関与」があるサプライヤーを選定するとする回答が、
突出して多い結果となったことから、BCPの一環として事業継続上の優先度で絞り込みを行っている様子が伺える。
上記傾向は、製造業と非製造業で変わらないものの、実施率の乖離は約 20%となっており、特に製造業におけ
る実施割合が高い点が特徴となっている。
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問 17-1．（問 17 で̨１．S１g．̩のい̳͂ͦをおȫ̱の⽅へおう̳がいします） 
問 17 でご¬ȫいただいた̨事¢�ċ̩を¿ũするサΘΦͯΣーは͎の͢うに˞りĩͪでいます̳。 
˞りĩ͜のƃıとしてあてはまる͟のにcを͉けてください（ʝú¬ȫƕ） 

 
̻̻では、上記問 17-1 に�する¬ȫを͟とに、以´̬1̭、̬2̭の�ˌを¿ũする。 

̬1̭事¢�ċを¿ũするサΘΦͯΣーの˞りĩ͜�ƍƐ 

dƖ¬ȫを除きžě 

 
µ¬の調査で©ëしたʺ¾であるが、ǽ�のã以上のĮ業が、サΘΦͯΣーを˞りĩͪだう̱で、事¢�ċを¿ũし

ている結果とな͈た。 
ǀǕ業とɉǀǕ業の˞りĩ͜¿ũƐの̘ȥはÉ 10�で、ǀǕ業の⽅が¿ũƐが͠͠�い。 

̬2̭事¢�ċを¿ũするサΘΦͯΣーの˞りĩ͜⽅法

 
d̨˞りĩͪでいない̩との¬ȫな͖ͣにƖ¬ȫを除きžě 
 

事¢�ċを¿ũする�ǁを˞りĩ͝ħ、̨⾃社Ę要事業への®Ư̩があるサΘΦͯΣーを¼定するとする¬ȫが、Ȼ
�してĠい結果とな͈た̻と̳ͣ、��% の⼀Ǣとして事業ɹð上のŨ先·で˞りĩ͜を�͈ているǻ§が̱̑る。 

上記ʡüは、ǀǕ業とɉǀǕ業でƄͨͣない͟のの、¿ũƐの̘ȥはÉ 20�とな͈ており、żにǀǕ業における¿
ũů�が�いïがżʳとな͈ている。 

77�0�

82�0�

72�2�

23�0�

18�0�

27�8�

0� 20� �0� �0� 80� 100�

全»

ǀǕ

ɉǀǕ

あり

なし

77���

28�7�

1��7�

����

11���

8��7�

2����

22�0�

3�3�

12�1�

�8�7�

31�3�

10�8�

��0�

10�8�

0� 20� �0� �0� 80� 100�

⾃社Ę要事業への®Ư

Óø年úの�さ、またはÓøţの
|きさ

|ɼƑ の他社̳ͣの調Ǫƕɟ

ƨɼ�ċέ��%ƸƊレΚルの�さ

その他

全»
ǀǕ

ɉǀǕ

※無回答を除き集計
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問 17-1．（問 17 で̨１．S１g．̩のい̳͂ͦをおȫ̱の⽅へおう̳がいします） 
問 17 でご¬ȫいただいた̨事¢�ċ̩を¿ũするサΘΦͯΣーは͎の͢うに˞りĩͪでいます̳。 
˞りĩ͜のƃıとしてあてはまる͟のにcを͉けてください（ʝú¬ȫƕ） 

 
̻̻では、上記問 17-1 に�する¬ȫを͟とに、以´̬1̭、̬2̭の�ˌを¿ũする。 

̬1̭事¢�ċを¿ũするサΘΦͯΣーの˞りĩ͜�ƍƐ 

dƖ¬ȫを除きžě 

 
µ¬の調査で©ëしたʺ¾であるが、ǽ�のã以上のĮ業が、サΘΦͯΣーを˞りĩͪだう̱で、事¢�ċを¿ũし

ている結果とな͈た。 
ǀǕ業とɉǀǕ業の˞りĩ͜¿ũƐの̘ȥはÉ 10�で、ǀǕ業の⽅が¿ũƐが͠͠�い。 

̬2̭事¢�ċを¿ũするサΘΦͯΣーの˞りĩ͜⽅法

 
d̨˞りĩͪでいない̩との¬ȫな͖ͣにƖ¬ȫを除きžě 
 

事¢�ċを¿ũする�ǁを˞りĩ͝ħ、̨⾃社Ę要事業への®Ư̩があるサΘΦͯΣーを¼定するとする¬ȫが、Ȼ
�してĠい結果とな͈た̻と̳ͣ、��% の⼀Ǣとして事業ɹð上のŨ先·で˞りĩ͜を�͈ているǻ§が̱̑る。 

上記ʡüは、ǀǕ業とɉǀǕ業でƄͨͣない͟のの、¿ũƐの̘ȥはÉ 20�とな͈ており、żにǀǕ業における¿
ũů�が�いïがżʳとな͈ている。 

77�0�

82�0�

72�2�

23�0�

18�0�

27�8�

0� 20� �0� �0� 80� 100�

全»

ǀǕ

ɉǀǕ

あり

なし

77���

28�7�

1��7�

����

11���

8��7�

2����

22�0�

3�3�

12�1�

�8�7�

31�3�

10�8�

��0�

10�8�

0� 20� �0� �0� 80� 100�

⾃社Ę要事業への®Ư

Óø年úの�さ、またはÓøţの
|きさ

|ɼƑ の他社̳ͣの調Ǫƕɟ

ƨɼ�ċέ��%ƸƊレΚルの�さ

その他

全»
ǀǕ

ɉǀǕ

※「絞り込んでいない」との回答ならびに無回答を除き集計
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問 18．貴社は、サプライヤーが BCP を持つことは必要だと思いますか。１つに○をつけてください。
…

前回調査（2015年）と比較して、サプライヤーがBCPを持つことが「必要」とする回答が約5%減っているものの、
約 90%の企業がその必要性を感じている。

サプライヤーが BCPを持つ必要性だと回答する割合は、製造業の方が非製造業よりもやや高い傾向は、前回調
査（2015年）と変わりがない。
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問 18．ȴ社は、サΘΦͯΣーが ��% をď͉̻とは必要だとŐいます̳。１͉にcを͉けてください。 

 
d201� 年·調査までは̨ȴ社は、Óø先が ��% をď͉̻とは必要だとŐいます̳̩としてǄ問 

 
¢¬調査（201� 年）とƟ˥して、サΘΦͯΣーが ��% をď͉̻とが̨必要̩とする¬ȫがÉ ��ğ͈ている͟のの、

É 90�のĮ業がその必要çをŽ̀ている。 
 

 

 
サΘΦͯΣーが ��% をď͉必要çだと¬ȫするů�は、ǀǕ業の⽅がɉǀǕ業͢り͟͠͠�いʡüは、¢¬調査

（201� 年）とƄͨりがない。 
  

はい� 89���

はい� 9����

はい� 90���

はい� 72���

いい̱� ��8�

いい̱� 2���

いい̱� ����

いい̱� ��8�

Ɩ¬ȫ� 3�7�

Ɩ¬ȫ� 2�9�

Ɩ¬ȫ� ��0�

Ɩ¬ȫ� 20���

0� 20� �0� �0� 80� 100�

2018年·

201�年·

2012年·

2011年·

はい� 93�2�

はい� 87�3�

いい̱� 3�8�

いい̱� 8���

Ɩ¬ȫ� 3�0�

Ɩ¬ȫ� ��1�

0� 20� �0� �0� 80� 100�

ǀǕ業

ɉǀǕ業

êó業／ĕêó業

※ 2015年度調査までは「貴社は、取引先が BCPを持つことは必要だと思いますか」として質問
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問 18．ȴ社は、サΘΦͯΣーが ��% をď͉̻とは必要だとŐいます̳。１͉にcを͉けてください。 

 
d201� 年·調査までは̨ȴ社は、Óø先が ��% をď͉̻とは必要だとŐいます̳̩としてǄ問 

 
¢¬調査（201� 年）とƟ˥して、サΘΦͯΣーが ��% をď͉̻とが̨必要̩とする¬ȫがÉ ��ğ͈ている͟のの、

É 90�のĮ業がその必要çをŽ̀ている。 
 

 

 
サΘΦͯΣーが ��% をď͉必要çだと¬ȫするů�は、ǀǕ業の⽅がɉǀǕ業͢り͟͠͠�いʡüは、¢¬調査

（201� 年）とƄͨりがない。 
  

はい� 89���

はい� 9����

はい� 90���

はい� 72���

いい̱� ��8�

いい̱� 2���

いい̱� ����

いい̱� ��8�

Ɩ¬ȫ� 3�7�

Ɩ¬ȫ� 2�9�

Ɩ¬ȫ� ��0�

Ɩ¬ȫ� 20���

0� 20� �0� �0� 80� 100�

2018年·

201�年·

2012年·

2011年·

はい� 93�2�

はい� 87�3�

いい̱� 3�8�

いい̱� 8���

Ɩ¬ȫ� 3�0�

Ɩ¬ȫ� ��1�

0� 20� �0� �0� 80� 100�

ǀǕ業

ɉǀǕ業

êó業／ĕêó業製造業／非製造業
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問 19． 貴社は顧客（貴社が製品やサービスを提供している会社）から防災対策・BCP 整備に関連し
て何か要請されていますか。あてはまるものに○をつけてください。（複数回答可）

ここでは、上記問 19に対する回答をもとに、以下【1】、【2】の分析を実施する。

【1】顧客からの要請有無

顧客から防災対策・BCP整備に関連して何か要請があったとの回答は、前回調査（2015年）では 40%弱であっ
たことから、かかる要請は確実に増加している。
また、かかる要請は、製造業が非製造業よりも、圧倒的に多い結果となったが、製造業における要請の伸びが大
きく、前回調査よりも、製造業と非製造業との乖離が広がっている。
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問 19．ȴ社はʯȨ（ȴ社がǀŮ͠サーΔ΂をŀǫしている会社）̳ͣƨɼ�ċέ��% ƸƊに®Ã
してǠ̳要Ǿさͦています̳。あてはまる͟のにcを͉けてください。（ʝú¬ȫƕ） 

 
̻̻では、上記問 19 に�する¬ȫを͟とに、以´̬1̭、̬2̭の�ˌを¿ũする。 

 

̬1̭ʯȨ̳ͣの要ǾşƖ 

 
dƖ¬ȫを除きžě 

 
ʯȨ̳ͣƨɼ�ċέ��% ƸƊに®ÃしてǠ̳要Ǿがあ͈たとの¬ȫは、¢¬調査（201� 年）では �0�ʨであ͈

た̻と̳ͣ、̳̳る要Ǿはš¿にĤăしている。 
また、̳̳る要Ǿは、ǀǕ業がɉǀǕ業͢り͟、ɫɠ¥にĠい結果とな͈たが、ǀǕ業における要Ǿのɦ͖が|きく、

¢¬調査͢り͟、ǀǕ業とɉǀǕ業との̘ȥがŁが͈ている。 
 

  

�2���

77���

37���

�7���

22���

�2���

0� 20� �0� �0� 80� 100�

全»

ǀǕ業

ɉǀǕ業

あり
なし

※無回答を除き集計
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【2】顧客からの要請内容

…

顧客からの防災対策・BCP 整備に関連する要請の内容は、「防災対策・BCP 整備の推進」、「BCP 整備等に関す
る現状や進捗状況の報告」、「災害時の被災情報の素早い報告」の 3項目が突出している。これらの要請を、何ら
かの要請を受けた企業の約半分が受けていることになる。この中で、「災害時の被災情報の素早い報告」との要請
については、非製造業の方が製造業よりも要請を受けている割合が約 15%も高くなっている。各種要請の中で、
要請を受けている割合が非製造業の方が高い項目は他になく、大きな特徴となっている。
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̬2̭ʯȨ̳ͣの要Ǿ内Ō 

 
d̨żに要Ǿさͦていない̩との¬ȫな͖ͣにƖ¬ȫを除きžě 

 
ʯȨ̳ͣのƨɼ�ċέ��% ƸƊに®Ãする要Ǿの内Ōは、̨ƨɼ�ċέ��% ƸƊのȟñ̩、̨��% ƸƊɧに®す

る現ơ͠ñ̢ơȇのĈő̩、̨ɼƑ のǅɼĴĈのɱƾいĈő̩の 3 ʺ¾がȻ�している。̻ͦͣの要Ǿを、Ǡ̳ͣの
要ǾをùけたĮ業のÉń�がùけている̻とになる。̻の中で、̨ɼƑ のǅɼĴĈのɱƾいĈő̩との要Ǿに͉いて
は、ɉǀǕ業の⽅がǀǕ業͢り͟要Ǿをùけているů�がÉ 1��͟�くな͈ている。ƇȈ要Ǿの中で、要Ǿをùけて
いるů�がɉǀǕ業の⽅が�いʺ¾は他になく、|きなżʳとな͈ている。  

�1�9�

�0�8�

�8���

32�0�

20���

13�8�

11���

3�3�

���0�

�2�0�

�2�0�

3��0�

28�0�

22�0�

1��0�

1�0�

�8�1�

37�0�

���8�

27�2�

11�1�

3�7�

8���

��2�

0� 20� �0� �0� 80�

ƨɼ�ċέ��%ƸƊのȟñ

ƨɼ�ċέ��%ƸƊに®する現
ơ͠ñ̢ơȇのĈő（アンケー

トέͯン΅ΔΤーɧ）

|ɼƑ発� のʯȨへのǅɼĴ
ĈのɱƾいĈő

サΘΦͯΣーĴĈのŀǫ

¨ŮɧのƂɰのšÂ

サΘΦͯΣーのĠĘÁ（ĺ社ʾ
ǎ）のȟñ

ƨɼ�ċέ��%ƸƊをÓøƃı
とさͦる

その他

全»

ǀǕ業
ɉǀǕ業

※「特に要請されていない」との回答ならびに無回答を除き集計
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III. 事業継続マネジメント (BCM) について

事業継続マネジメント（BCM;…Business…Continuity…Management）とは、災害や事故等に対する組織の対
応力を高め、維持するために、潜在的な脅威が顕在化した場合の事業活動への影響を特定し、主要な利害関係
者の利益や、組織の評判、ブランド、および価値を生み出す活動を保護するための、包括的なマネジメントプ
ロセスをいいます。（参考：ISO…22301）

問 20．貴社では BCM を担当する部署を設置していますか。１つに○をつけてください。

前回調査（2015年）と大きく傾向は変わらない。「担当部署」を決めている割合は 50%未満であり、そのうち「専
任部署」を設置している割合は 10%に満たない。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

連結売上規模別
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���� 事業ğ�ƔƎƅƗƜƋ(���)について 
事業ɹðΞΏジΡント（��"� �><581<< �98=58>5=? "-8-31718=）とは、ɼƑ͠事Ȥɧに�するĖȲの�ƍ
⼒を�͞、ʅďするた͞に、˲Ƃ¥な˗˛が̅ƂÁした��の事業ŝÎへのǨȆをż定し、Ú要な利Ƒ®Ť�の
利ǲ͠、ĖȲのȮġ、ΗΦンΌ、お͖͢Ľǹを�͜�すŝÎをÂƏするた͞の、˃ː¥なΞΏジΡントΘΪセ΂をいいま
す。（参考P�($ 22301） 
 
問 20．ȴ社では ��" をƢØする¨ɜをëųしています̳。１͉にcを͉けてください。 

 
¢¬調査（201� 年）と|きくʡüはƄͨͣない。̨ƢØ¨ɜ̩を±͞ているů�は �0�ɘȪであり、そのう̨͇Ȭ

ť¨ɜ̩をëųしているů�は 10�にȪたない。 
 

 

 

¢¬調査（201� 年）同ǻ、ƢØ¨ɜのëųのơȇは、Į業ƋȖに͈͢て|きくɞなる。þ上�͠ȿ業¸ƋȖ
が|きくなる͙͎、̨ƢØ¨ɜ（ǰ͝Ȭť¨ɜ）̩をëųするů�が�くな͈ている。その要ɛは、⼈¥Àɣにəʹがあ
る̳ɟ̳にあるとȟȕさͦる。 

8�8�

��0�

39�2�

�0���

12���

13���

����

��0�

33�8�

3����

0�9�
0�3�

0�3�

0� 10� 20� 30� �0� �0� �0� 70� 80� 90� 100�

2018年·

201�年·

Ȭť¨ɜをëųしている Ȭť¨ɜではないがƢØする¨ɜをëųしている
Ƈ¨ɜ̳ͣƢØ�がžまりΘΪジͱ͹トɚ成にしている ƢØέȬť¨ɜのëųをĦǏ中
ƢØ¨ɜέƢØ�はëųしていない ̳ͨͣない
Ɩ¬ȫ

1�3�

2�2�

9�1�

3�7�

3����

30�3�

3����
3��1�

�3�7�

�8�1�

10���

10�8�

1����

2��1�
1�9�

2���

3�2�

9�1�

����

1�9�

���3�

���2�

29�9�

13�0�

9���

0�0�
2�2�

1�3�

0�0�

0�0�

'3 ('3 )'3 *'3 +'3 ,'3 -'3 .'3 /'3 0'3 (''3

100ę¯ɘȪ

100ę¯S300ę¯ɘȪ

300ę¯S1�000ę¯ɘȪ

1�000ę¯S3�000ę¯ɘȪ

3�000ę¯以上
p§�B×ĉÇ

1�1�

2�1�

��8�

13�3�

37�0�

31�9�

�2���

38���

�����

�3���

8���

13�8�
17�8�

1����

����

��3�

3�2�

��8�

8�9�

0�

�3�2�

37�2�

28�8�

17�8�

10�9�

1�1�

1�1�

1���

0�

0�

'3 ('3 )'3 *'3 +'3 ,'3 -'3 .'3 /'3 0'3 (''3

300⼈ɘȪ

300⼈以上S1�000⼈ɘȪ

1�000⼈以上S3�000⼈ɘȪ

3�000⼈以上S7�000⼈ɘȪ

7�000⼈以上
Ĕ業h数×ĉÇ従業員数規模別
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III. 事業継続マネジメント(BCM)について 
事業継続マネジメント（BCM; Business Continuity Management）とは、災害や事故等に対する組織の対応
⼒を⾼め、維持するために、潜在的な脅威が顕在化した場合の事業活動への影響を特定し、主要な利害関係者の
利益や、組織の評判、ブランド、および価値を⽣み出す活動を保護するための、包括的なマネジメントプロセスをいいま
す。（参考︓ISO 22301） 
 
問 20．貴社では BCM を担当する部署を設置していますか。１つに○をつけてください。 

 
前回調査（2015 年）と⼤きく傾向は変わらない。「担当部署」を決めている割合は 50%未満であり、そのうち「専

任部署」を設置している割合は 10%に満たない。 
 

 

 

前回調査（2015 年）同様、担当部署の設置の状況は、企業規模によって⼤きく異なる。売上⾼や従業員規模
が⼤きくなるほど、「担当部署（含む専任部署）」を設置する割合が⾼くなっている。その要因は、⼈的資源に余裕があ
るか否かにあると推察される。 

8.8%

5.0%

39.2%

40.6%

12.5%

13.5%

4.5%

5.0%

33.8%

35.6%

0.9%
0.3%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2018年度

2015年度

専任部署を設置している 専任部署ではないが担当する部署を設置している
各部署から担当者が集まりプロジェクト編成にしている 担当・専任部署の設置を検討中
担当部署・担当者は設置していない わからない
無回答

1.3%

2.2%

9.1%

3.7%

36.5%

30.3%

36.6%

35.1%

53.7%

48.1%

10.5%

10.8%

15.6%

24.1%
1.9%

2.6%

3.2%

9.1%

5.6%

1.9%

55.3%

45.2%

29.9%

13.0%

9.6%

0.0%
2.2%

1.3%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

100億円未満

100億円〜300億円未満

300億円〜1,000億円未満

1,000億円〜3,000億円未満

3,000億円以上
連結売上規模別

1.1%

2.1%

6.8%

13.3%

37.0%

31.9%

42.6%

38.4%

44.4%

43.5%

8.5%

13.8%
17.8%

15.6%

6.5%

4.3%

3.2%

6.8%

8.9%

0%

53.2%

37.2%

28.8%

17.8%

10.9%

1.1%

1.1%

1.4%

0%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

300⼈未満

300⼈以上〜1,000⼈未満

1,000⼈以上〜3,000⼈未満

3,000⼈以上〜7,000⼈未満

7,000⼈以上
従業員数規模別
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前回調査（2015年）同様、担当部署の設置の状況は、企業規模によって大きく異なる。売上高や従業員規模が
大きくなるほど、「担当部署（含む専任部署）」を設置する割合が高くなっている。その要因は、人的資源に余裕が
あるか否かにあると推察される。

問 21．BCM を実施・推進するための年間予算はいくらですか。1 つに○をつけてください。
年間予算の回答割合は、前回調査（2015年）と変わりがない。一方、「予算措置はしていない」の回答は大幅に減っ
ているが、「わからない・その他」の回答が増えていることから、後者の表現を今回調査で変えたことが影響して
いると思われ、単純に予算措置をする企業が増えたと解釈するのは早計だと考える。
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問 21．��" を¿ũέȟñするた͞の年£予ūはいくͣです̳。1 ͉にcを͉けてください。 

 
d2018 年·調査では、201� 年·調査の̨その他̩を̨̳ͨͣないέその他̩にƄɩ 
 

 年£予ūの¬ȫů�は、¢¬調査（201� 年）とƄͨりがない。⼀⽅、̨予ūʂųはしていない̩の¬ȫは|țに
ğ͈ているが、̨̳ͨͣないέその他̩の¬ȫがĤ̱ている̻と̳ͣ、後�のÏ現をµ¬調査でƄ̱た̻とがǨȆしていると
Őͨͦ、ɑˉに予ūʂųをするĮ業がĤ̱たとĲˡするのはƾěだと考̱る。 
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10ę¯以上

予ūʂųはしていない

̳ͨͣないέその他

Ɩ¬ȫ

2018年·

201�年·

※ 2018年度調査では、2015年度調査の「その他」を「わからない・その他」に変更
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問 22．BCP に関する訓練を定期的に行っていますか。１つに○をつけてください。

1 年に 1回以上訓練を実施している企業の割合は 60%弱となっており、その傾向は前回調査（2015 年）から
5%弱増加した程度ではあるが、着実に浸透しているといえる。

訓練を実施している企業の割合は、業種によって大きく異なる。このことも、前回調査（2015年）同様である。
訓練を「全く実施していない」企業の割合は、非製造業の方が製造業よりも 20%弱高い。

問 22-1． （問 22 で「２．～７．」のいずれか（「全く実施していない」以外）をお答えの方におうか
がいします）  
BCP に関する訓練の対象部門はどこですか。１つに○をつけてください。

訓練の対象部門は「全社ベース」とする割合が 70%弱という状況も、前回調査（2015年）同様である。

 

42 
 

問 22．��% に®する˓ɷを定Ù¥に�͈ています̳。１͉にcを͉けてください。 

 
 

1 年に 1 ¬以上˓ɷを¿ũしているĮ業のů�は �0�ʨとな͈ており、そのʡüは¢¬調査（201� 年）̳ͣ
��ʨĤăしたǼ·ではあるが、ǆ¿に̀˅しているとい̱る。 
 

 
 

˓ɷを¿ũしているĮ業のů�は、業Ȉに͈͢て|きくɞなる。̻の̻と͟、¢¬調査（201� 年）同ǻである。˓
ɷを̨全く¿ũしていない̩Į業のů�は、ɉǀǕ業の⽅がǀǕ業͢り͟ 20�ʨ�い。 

 
問 22-1．（問 22 で̨２．S７．̩のい̳͂ͦ（̨全く¿ũしていない̩以外）をおȫ̱の⽅におう̳

がいします） 
��% に®する˓ɷの�ǁ¨ǌは͎̻です̳。１͉にcを͉けてください。 

 
 
˓ɷの�ǁ¨ǌは̨全社Κー΂̩とするů�が 70�ʨというơȇ͟、¢¬調査（201� 年）同ǻである。 
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uz¨ǌだけで¿ũしている その他
Ɩ¬ȫ
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問 22．��% に®する˓ɷを定Ù¥に�͈ています̳。１͉にcを͉けてください。 

 
 

1 年に 1 ¬以上˓ɷを¿ũしているĮ業のů�は �0�ʨとな͈ており、そのʡüは¢¬調査（201� 年）̳ͣ
��ʨĤăしたǼ·ではあるが、ǆ¿に̀˅しているとい̱る。 
 

 
 

˓ɷを¿ũしているĮ業のů�は、業Ȉに͈͢て|きくɞなる。̻の̻と͟、¢¬調査（201� 年）同ǻである。˓
ɷを̨全く¿ũしていない̩Į業のů�は、ɉǀǕ業の⽅がǀǕ業͢り͟ 20�ʨ�い。 

 
問 22-1．（問 22 で̨２．S７．̩のい̳͂ͦ（̨全く¿ũしていない̩以外）をおȫ̱の⽅におう̳

がいします） 
��% に®する˓ɷの�ǁ¨ǌは͎̻です̳。１͉にcを͉けてください。 

 
 
˓ɷの�ǁ¨ǌは̨全社Κー΂̩とするů�が 70�ʨというơȇ͟、¢¬調査（201� 年）同ǻである。 
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問 22．��% に®する˓ɷを定Ù¥に�͈ています̳。１͉にcを͉けてください。 

 
 

1 年に 1 ¬以上˓ɷを¿ũしているĮ業のů�は �0�ʨとな͈ており、そのʡüは¢¬調査（201� 年）̳ͣ
��ʨĤăしたǼ·ではあるが、ǆ¿に̀˅しているとい̱る。 
 

 
 

˓ɷを¿ũしているĮ業のů�は、業Ȉに͈͢て|きくɞなる。̻の̻と͟、¢¬調査（201� 年）同ǻである。˓
ɷを̨全く¿ũしていない̩Į業のů�は、ɉǀǕ業の⽅がǀǕ業͢り͟ 20�ʨ�い。 

 
問 22-1．（問 22 で̨２．S７．̩のい̳͂ͦ（̨全く¿ũしていない̩以外）をおȫ̱の⽅におう̳

がいします） 
��% に®する˓ɷの�ǁ¨ǌは͎̻です̳。１͉にcを͉けてください。 

 
 
˓ɷの�ǁ¨ǌは̨全社Κー΂̩とするů�が 70�ʨというơȇ͟、¢¬調査（201� 年）同ǻである。 
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問 22-2． （問 22 で「２．～７．」のいずれか（「全く実施していない」以外）をお答えの方におうか
がいします）  
BCPに関してどのような訓練を実施していますか。あてはまるものに○をつけてください（複
数回答可）。

前回調査（2015 年）との回答割合の乖離が 5%を超える項目が、IT に関連して 3項目あるが、概ね回答の傾
向は変わらず、「避難訓練」と「安否確認訓練」の実施割合が突出して高い。これら訓練は、防災の範疇であって、
事業継続のための訓練とは言い難い。今後、より多くの企業が、「避難訓練」と「安否確認訓練」より先、より事
業継続の実効性向上に資する訓練を実践することを期待したい。
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問 22-2．（問 22 で̨２．S７．̩のい̳͂ͦ（̨全く¿ũしていない̩以外）をおȫ̱の⽅におう̳
がいします） 
��% に®して͎の͢うな˓ɷを¿ũしています̳。あてはまる͟のにcを͉けてください（ʝú¬
ȫƕ）。 

 
¢¬調査（201� 年）との¬ȫů�の̘ȥが ��をȁ̱るʺ¾が、�) に®Ãして 3 ʺ¾あるが、概͑¬ȫのʡ

üはƄͨͣ͂、̨ɿǓ˓ɷ̩と̨Ûɟšĵ˓ɷ̩の¿ũů�がȻ�して�い。̻ͦͣ˓ɷは、ƨɼの˄̙であ͈て、事
業ɹðのた͞の˓ɷとはēいǓい。µ後、͢りĠくのĮ業が、̨ɿǓ˓ɷ̩と̨Ûɟšĵ˓ɷ̩͢り先、͢り事業ɹðの
¿ǵçü上にÀする˓ɷを¿̌する̻とをÙǋしたい。  
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問 23． BCM に関する社内教育（研修・セミナーなど）は行われていますか。  
あてはまるものに○をつけてください（複数回答可）。

「社内教育は行われていない」とする回答割合が50%超という状況は、前回調査（2015年）と変わらない。ただ、
この割合が前回調査よりも減っていること、また、社内教育の内容を問う他の選択肢の回答割合が、すべて微増し
ている状況から、社内教育は着実に進んでいると考える。なお、「全社員を対象に定期的に社員教育（研修・セミ
ナー等）」を実施している企業の割合は約10%と相変わらず低い。防災訓練を実施するなか、社員教員まで手が回っ
ていないのではないかと推察される。

問 24． 自社の BCM の有効性を定期的に見直す仕組みがありますか。  
あてはまるものに○をつけてください（複数回答可）。

前回調査（2015年）と状況は変わらず、「見直す仕組みはない」とする回答割合は 50%を超えている。
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問 23．��" に®する社内Ňǖ（ǙȹέセΟ΍ーな͎）は�ͨͦています̳。あてはまる͟のにcを͉け
てください（ʝú¬ȫƕ）。 

 
  ̨社内Ňǖは�ͨͦていない̩とする¬ȫů�が �0�ȁというơȇは、¢¬調査（201� 年）とƄͨͣない。ただ、
̻のů�が¢¬調査͢り͟ğ͈ている̻と、また、社内Ňǖの内Ōを問う他の¼ʴ˾の¬ȫů�が、す͘てˠĤしてい
るơȇ̳ͣ、社内Ňǖはǆ¿にñͪでいると考̱る。なお、̨全社¸を�ǁに定Ù¥に社¸Ňǖ（ǙȹέセΟ΍ーɧ）̩
を¿ũしているĮ業のů�はÉ 10�とËƄͨͣ͂Ƽい。ƨɼ˓ɷを¿ũするな̳、社¸Ň¸まで⼿が¬͈ていないの
ではない̳とȟȕさͦる。 
 

問 2�．⾃社の ��" のşǵçを定Ù¥に�ŉすȉĖ͜があります̳。あてはまる͟のにcを͉けてくだ
さい（ʝú¬ȫƕ）。 

 

 ¢¬調査（201� 年）とơȇはƄͨͣ͂、̨�ŉすȉĖ͜はない̩とする¬ȫů�は �0�をȁ̱ている。 
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問 23．��" に®する社内Ňǖ（ǙȹέセΟ΍ーな͎）は�ͨͦています̳。あてはまる͟のにcを͉け
てください（ʝú¬ȫƕ）。 

 
  ̨社内Ňǖは�ͨͦていない̩とする¬ȫů�が �0�ȁというơȇは、¢¬調査（201� 年）とƄͨͣない。ただ、
̻のů�が¢¬調査͢り͟ğ͈ている̻と、また、社内Ňǖの内Ōを問う他の¼ʴ˾の¬ȫů�が、す͘てˠĤしてい
るơȇ̳ͣ、社内Ňǖはǆ¿にñͪでいると考̱る。なお、̨全社¸を�ǁに定Ù¥に社¸Ňǖ（ǙȹέセΟ΍ーɧ）̩
を¿ũしているĮ業のů�はÉ 10�とËƄͨͣ͂Ƽい。ƨɼ˓ɷを¿ũするな̳、社¸Ň¸まで⼿が¬͈ていないの
ではない̳とȟȕさͦる。 
 

問 2�．⾃社の ��" のşǵçを定Ù¥に�ŉすȉĖ͜があります̳。あてはまる͟のにcを͉けてくだ
さい（ʝú¬ȫƕ）。 

 

 ¢¬調査（201� 年）とơȇはƄͨͣ͂、̨�ŉすȉĖ͜はない̩とする¬ȫů�は �0�をȁ̱ている。 
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問 25．自社の BCM を有効だと判断する指標がありますか。１つに○をつけてください。

…

「有効性を判断する指標がある」とする回答割合は前回調査（2015年）と変わりがない。一方、「同指標はない」
とする回答は大幅に減っているが、「わからない・その他」の回答が増えていることから、後者を今回調査で加え
たことが影響していると思われ、単純に「有効性を判断する指標がない」とする企業が減ったと解釈するのは早計
だと考える。
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問 2�．⾃社の ��" をşǵだとġƛするĚȼがあります̳。１͉にcを͉けてください。 

 
d2018 年·調査̨̳̳ͣͨͣない̩の¼ʴ˾をǤăしている 

̨şǵçをġƛするĚȼがある̩とする¬ȫů�は¢¬調査（201� 年）とƄͨりがない。⼀⽅、̨同Ěȼはない̩
とする¬ȫは|țにğ͈ているが、̨̳ͨͣないέその他̩の¬ȫがĤ̱ている̻と̳ͣ、後�をµ¬調査でă̱た̻とがǨ
ȆしているとŐͨͦ、ɑˉに̨şǵçをġƛするĚȼがない̩とするĮ業がğ͈たとĲˡするのはƾěだと考̱る。 
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2018年·
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※ 2018年度調査から「わからない」の選択肢を追加している
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問 26．BCMへの取組状況を誰に知らせていますか。あてはまる先に○をつけてください（複数回答可）。

前回調査（2015 年）結果と 5%以上乖離している回答項目はなく、情報発信を実施していない企業の割合は
50%弱と高止まりし、従業員・役員会等の社内向け情報発信と、顧客・株主・サプライヤー等向けの社外向け情
報発信の乖離が大きい傾向に変わりはない。
大規模災害の発生頻度が高まっている近年の環境を踏まえ、企業の持続的発展のために BCMが重要であること
は広く認識されるようになっている。それゆえ、企業の BCMへの取り組みは顧客や株主、投資家、その他多くの
ステークホルダーからの評価につながるものであり、積極的に報告・PRしていく意義があると考えられる。また、
BCMを経営戦略、広報・IR 戦略に組み込むことが、BCMの活動を後押しすることにつながることも期待される。
そのような観点も含めて、BCMの取り組みを社外へ報告していく活動が、今後活発になっていくことを期待し
たい。
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問 2�．��" へのÓĖơȇを̄にĶͣせています̳。あてはまる先にcを͉けてください（ʝú¬ȫ
ƕ）。 

 

 

 

¢¬調査（201� 年）結果と ��以上̘ȥしている¬ȫʺ¾はなく、ĴĈ発信を¿ũしていないĮ業のů�は
�0�ʨと�Ÿまりし、ȿ業¸έƠ¸会ɧの社内üけĴĈ発信と、ʯȨέŔÚέサΘΦͯΣーɧüけの社外üけĴĈ発
信の̘ȥが|きいʡüにƄͨりはない。 

|ƋȖɼƑの発�̋·が�ま͈ているĻ年のǢǍをɡま̱、Į業のďð¥発Ȅのた͞に ��" がĘ要である̻とは
ŁくĵȢさͦる͢うにな͈ている。そ̱ͦ͡、Į業の ��" へのÓりĖ͜はʯȨ͠ŔÚ、ąÀđ、その他Ġくの΂テー͹Μ
ルΆー̳ͣのȮĽに͉ながる͟のであり、Ǵȑ¥にĈőέ%' していくâƳがあると考̱ͣͦる。また、��" をÌľÔʜ、
ŁĈέ�' ÔʜにĖ͜ĩ̻͝とが、��" のŝÎを後ɓしする̻とに͉ながる̻と͟Ùǋさͦる。 

その͢うなȱï͟ǰ͞て、��" のÓりĖ͜を社外へĈőしていくŝÎが、µ後ŝ発にな͈ていく̻とをÙǋしたい。 
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問 27． 今後、改善が必要な取組みとしてお考えの課題はありますか。  
あてはまるものに○をつけてください（複数回答可）。

前回調査（2015 年）結果と 5%以上乖離している回答項目は 2項目しかなく、BCM課題認識に関する傾向は
大きく変わっておらず、「事業継続能力を継続的に向上させる仕組み」への関心が突出して高い。なお乖離が相対
的に大きな 2項目は、「組織力 /危機管理対応力の向上」、「経営層の関与」であるが、いずれも前回調査よりも回
答割合が低下している。
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問 27．µ後、ĥȽが必要なÓĖ͜としてお考̱のǔĆはあります̳。あてはまる͟のにcを͉けてくださ
い（ʝú¬ȫƕ）。 

d2018 年·調査̨̳ͣżにない̩の¼ʴ˾をǤăしている 

 
¢¬調査（201� 年）結果と ��以上̘ȥしている¬ȫʺ¾は 2 ʺ¾し̳なく、��" ǔĆĵȢに®するʡüは

|きくƄ͈ͨておͣ͂、̨事業ɹðŕ⼒をɹð¥にü上させるȉĖ̩͜への®ĳがȻ�して�い。なお̘ȥがË�¥に
|きな 2 ʺ¾は、̨ĖȲ⼒	ǿÒǂÅ�ƍ⼒のü上̩、̨Ìľɽの®Ư̩であるが、い͂ͦ͟¢¬調査͢り͟¬ȫů�
がƼ´している。 
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※ 2018年度調査から「特にない」の選択肢を追加している
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事業継続マネジメントシステム（BCMS;…Business…Continuity…Management…System）とは、事業継続に関
する組織の方針や目的を確立し、その目的を達成するためのプロセスが確実に実施されるようにする、組織の
一連の活動をいいます。（参考：ISO…22301）

問 28． 事業継続マネジメントシステム（BCMS）への取組について、ISO22301 に基づく第三者認
証を取得することを検討されますか。１つに○をつけてください。

問 29． 貴社は、取引先に対し、BCMS の第三者認証を取得するよう促す考えはありますか。  
１つに○をつけてください。

 
問 30． BCMS を他の環境、品質、情報セキュリティ等のマネジメントシステムとともに統合的に運

用されることを検討されますか。１つに○をつけてください。

 

�� 
 

 

 

�� 
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事業ɹðΞΏジΡントシ΂テΠ（��"(� �><581<< �98=58>5=? "-8-31718= (?<=17）とは、事業ɹðに®
するĖȲの⽅Ʃ͠¾¥をš°し、その¾¥をǪ成するた͞のΘΪセ΂がš¿に¿ũさͦる͢うにする、ĖȲの⼀Ãの
ŝÎをいいます。（参考P�($ 22301） 
 

問 28．事業ɹðΞΏジΡントシ΂テΠ（��"(）へのÓĖに͉いて、�($22301 にī͊くāã�ĵ
ŏをÓįする̻とをĦǏさͦます̳。１͉にcを͉けてください。 

 

問 29．ȴ社は、Óø先に�し、��"( のāã�ĵŏをÓįする͢うʚす考̱はあります̳。１͉にc
を͉けてください。 

 
 

問 30．��"( を他のǢǍ、ŮǄ、ĴĈセͷΤリティɧのΞΏジΡントシ΂テΠとと͟にƤ�¥にň⽤さͦ
る̻とをĦǏさͦます̳。１͉にcを͉けてください。 

	  

2�3�

1�1�0�3�

8���

12���

ɘ定である � 
�8���

ɘ定である � 
���2�

ĦǏする予定はな
い� 39�8�

ĦǏする予定はな
い� 20�8�

Ɩ¬ȫ� 0�9�

Ɩ¬ȫ� 0�3�

0� 20� �0� �0� 80� 100�

2018年·

201�年·

ĵŏÓįを�͈たέ�う

ĵŏÓįをĦǏしている

0���

0�3�

8�2�

9���

ɘ定である � 
�3�2�

ɘ定である � 
�2�0�

ĵŏをÓįする͢う
ʚす考̱はない� 

�7�2�
ĵŏをÓįする͢う
ʚす考̱はない� 

28�0�

Ɩ¬ȫ� 0�9�

Ɩ¬ȫ� 0�3�

0� 20� �0� �0� 80� 100�

2018年·

201�年·

ĵŏをÓįする͢うʚしている

ĵŏをÓįする͢うʚす̻とをĦǏしている

2���

1�8�
1�7�

1�8�

µ後、Ƥ�ň⽤を
ĦǏしたい� 

29�8�
µ後、Ƥ�ň⽤を

ĦǏしたい� 
28���

Ƥ�する̻とは考̱
ていない� �3���

Ƥ�する̻とは考̱
ていない� ���0�

Ɩ¬ȫ� 2�3�

Ɩ¬ȫ� 1�8�

0� 20� �0� �0� 80� 100�

2018年·

201�年·

˚にƤ�ň⽤している
Ƥ�ň⽤をĦǏしている
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IV. 海外事業所／現地法人への展開について

問 31．貴社には海外事業所／海外現地法人がありますか。１つに○をつけてください。

 

問 31-1． （問 31 で「1. ある」とお答えの方におうかがいします。  
海外事業所／海外現地法人において BCP の策定が必要と考えますか。１つに○をつけてく
ださい。

 

前回調査（2015年）同様、海外事業所等において BCPは「必要である」という企業が多い。

問 31-2． （問 31 で「1. ある」とお答えの方におうかがいします）  
下記地域において、海外事業所／海外現地法人の有無、BCP 策定の有無および BCP で策定
している内容についてあてはまるものに○をつけてください（複数回答可）。

①中国、②中国を除くアジア諸国、③北米、④中南米、⑤欧州、⑥オセアニア、…
⑦中東、⑧アフリカ

ここでは、上記問 31-2 に対する回答をもとに、以下【1】、【2】の分析を実施する。
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��� 海外事業所／現地法⼈への展開について 
 

問 31．ȴ社には海外事業所／海外現地法⼈があります̳。１͉にcを͉けてください。 
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´記地ǜにおいて、海外事業所／海外現地法⼈のşƖ、��% ċ定のşƖお͖͢ ��% で
ċ定している内Ōに͉いてあてはまる͟のにcを͉けてください（ʝú¬ȫƕ）。 

̚中国、̛中国を除くアジア諸国、̜北⽶、̝中南⽶、̞欧州、̟オセアニア、

̠中東、̡アフリカ 

 
̻̻では、上記問 31-2 に�する¬ȫを͟とに、以´̬1̭、̬2̭の�ˌを¿ũする。 
 

	  

ある� �1���

ある� �1�7�

ない� 38���

ない� 3��9�

Ɩ¬ȫ� 0�3�

Ɩ¬ȫ� 1�3�

0� 20� �0� �0� 80� 100�

2018年·

201�年·

必要である� 
81���

必要である� 
80�3�

必要はない� 
18���

必要はない� 
17�9�

Ɩ¬ȫ� 1�7�

0� 20� �0� �0� 80� 100�

2018年·

201�年·
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海外事業所／海外現地法⼈において ��% のċ定が必要と考̱ます̳。１͉にcを͉けてくだ
さい。 

 

¢¬調査（201� 年）同ǻ、海外事業所ɧにおいて ��% は̨必要である̩というĮ業がĠい。 
 

問 31-2．（問 31 で̨1�ある̩とおȫ̱の⽅におう̳がいします） 
´記地ǜにおいて、海外事業所／海外現地法⼈のşƖ、��% ċ定のşƖお͖͢ ��% で
ċ定している内Ōに͉いてあてはまる͟のにcを͉けてください（ʝú¬ȫƕ）。 
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2018年·
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【1】海外拠点における BCP の策定率

海外拠点を有する企業のなかで、「全く BCP…を策定していない」との回答は 55％超との結果となった。一方、
「ほとんどの海外拠点で BCP…を策定している」との回答は約 35%にもなる。集計方法が違うため単純比較はでき
ないものの、前回調査（2015…年）において、「BCP…策定率が一番高い北米地域における策定率は約 30%」であっ
たことからすると、「策定率は上昇している」と言ってもよいと考える。

集計方法が違うため単純比較はできないものの、前回調査（2015…年）と比べると、全地域で BCP…策定率が上
昇している傾向が確認できる。一方、地域ごとの策定率の差については、前回調査で策定率が相対的に高かった「北
米」と「中国」が、今回は策定率が相対的に低くなる結果となっており、傾向は読めない。
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̬1̭海外ɾïにおける ��% のċ定Ɛ 

 
d¢記̚S̡の地ǜに�してす͘て¬ȫがあ͈た 1�� 社を�ǁ 
d¢記̚S̡の地ǜのす͘てで̨��% あり̩と¬ȫしたĮ業は、̨全ての海外ɾïで ��% ċ定ĕ̩とまではēい切ͦないた͞、̻̻では̨͙
と͎ͪの海外ɾïで ��% をċ定̩とÏ現 
 

海外ɾïをşするĮ業のな̳で、̨全く ��% をċ定していない̩との¬ȫは ��aȁとの結果とな͈た。⼀⽅、̨͙とͪ
͎の海外ɾïで ��% をċ定している̩との¬ȫはÉ 3��に͟なる。žě⽅法がǈうた͞ɑˉƟ˥はできない͟のの、
¢¬調査（201� 年）において、̨��% ċ定Ɛが⼀ǚ�い北⽶地ǜにおけるċ定ƐはÉ 30�̩であ͈た̻と̳ͣする
と、̨ċ定Ɛは上ɨしている̩とē͈て͟͢いと考̱る。 
 

 
d¢記̚S̡の地ǜごと、ɾïをÂşしていると¬ȫがあ͈たĮ業を�ǁ 
（̚P1�8 社、̛P1�0 社、̜P113 社、̝P�0 社、̞81 社、̟�2� 社、̠P2� 社、̡�12 社） 
�  
� žě⽅法がǈうた͞ɑˉƟ˥はできない͟のの、¢¬調査（201� 年）とƟ͘ると、全地ǜで ��% ċ定Ɛが上ɨ
しているʡüがšĵできる。⼀⽅、地ǜごとのċ定Ɛのǩに͉いては、¢¬調査でċ定ƐがË�¥に�̳͈た̨北⽶̩
と̨中国̩が、µ¬はċ定ƐがË�¥にƼくなる結果とな͈ており、ʡüはʙ͞ない。 

  

͙と͎ͪの海外ɾï
で��%をċ定� 

3��9�

⼀¨の海外ɾïで
��%をċ定� 8�9�

海外ɾïでは全く
��%をċ定していな

い� ���2�

�2���

�7���

�2���

�0�0�

�9���

�0�0�

�2�0�

�8�3�

�7���

�2���

�7���

�0�0�

�0���

�0�0�

�8�0�

�1�7�

0� 20� �0� �0� 80� 100�

̚中国

̛中国を除くアジア諸国

̜北⽶

̝中南⽶

̞欧州

̟オセアニア

̠中東

̡アフリカ

地域Œと���策定Ù

ċ定している
していない

※前記①～⑧の地域に対してすべて回答があった 146社を対象
※前記①～⑧の地域のすべてで「BCPあり」と回答した企業は、「全ての海外拠点で BCP策定済」とまでは言い切れないため、ここでは「ほとんど
の海外拠点で BCPを策定」と表現
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d¢記̚S̡の地ǜのす͘てで̨��% あり̩と¬ȫしたĮ業は、̨全ての海外ɾïで ��% ċ定ĕ̩とまではēい切ͦないた͞、̻̻では̨͙
と͎ͪの海外ɾïで ��% をċ定̩とÏ現 
 

海外ɾïをşするĮ業のな̳で、̨全く ��% をċ定していない̩との¬ȫは ��aȁとの結果とな͈た。⼀⽅、̨͙とͪ
͎の海外ɾïで ��% をċ定している̩との¬ȫはÉ 3��に͟なる。žě⽅法がǈうた͞ɑˉƟ˥はできない͟のの、
¢¬調査（201� 年）において、̨��% ċ定Ɛが⼀ǚ�い北⽶地ǜにおけるċ定ƐはÉ 30�̩であ͈た̻と̳ͣする
と、̨ċ定Ɛは上ɨしている̩とē͈て͟͢いと考̱る。 
 

 
d¢記̚S̡の地ǜごと、ɾïをÂşしていると¬ȫがあ͈たĮ業を�ǁ 
（̚P1�8 社、̛P1�0 社、̜P113 社、̝P�0 社、̞81 社、̟�2� 社、̠P2� 社、̡�12 社） 
�  
� žě⽅法がǈうた͞ɑˉƟ˥はできない͟のの、¢¬調査（201� 年）とƟ͘ると、全地ǜで ��% ċ定Ɛが上ɨ
しているʡüがšĵできる。⼀⽅、地ǜごとのċ定Ɛのǩに͉いては、¢¬調査でċ定ƐがË�¥に�̳͈た̨北⽶̩
と̨中国̩が、µ¬はċ定ƐがË�¥にƼくなる結果とな͈ており、ʡüはʙ͞ない。 

  

͙と͎ͪの海外ɾï
で��%をċ定� 

3��9�

⼀¨の海外ɾïで
��%をċ定� 8�9�

海外ɾïでは全く
��%をċ定していな

い� ���2�

�2���

�7���

�2���

�0�0�

�9���

�0�0�

�2�0�

�8�3�

�7���

�2���

�7���

�0�0�

�0���

�0�0�

�8�0�

�1�7�

0� 20� �0� �0� 80� 100�

̚中国

̛中国を除くアジア諸国

̜北⽶

̝中南⽶

̞欧州

̟オセアニア

̠中東

̡アフリカ

地域Œと���策定Ù

ċ定している
していない

地域ごと BCP 策定率

※前記①～⑧の地域ごと、拠点を保有していると回答があった企業を対象
（①：148…社、②：160…社、③：113…社、④：40…社、⑤ 81…社、⑥ :25…社、⑦：25…社、⑧ :12…社）
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【２】海外拠点における BCP の策定内容

今回の調査で新設した質問項目であるが、BCP…を策定している企業の約 60%が実施している項目と、約 30%
が実施している項目に二分されるとの傾向が確認できた。前者は、「リスク分析」、「体制の構築（指揮命令系統）」、
「緊急時の対応手順」、後者は、「事業等の優先順位」と「課題の抽出と対策」になる。日本の拠点と比べてみると
（前記問９）、「体制の構築（指揮命令系統）」と「事業等の優先順位」の実施割合が海外拠点の方が約 30%程度低
いとの特徴が確認できた。なお、「事業等の優先順位」で日本と海外の乖離が出る要因としては、これらを事業本
部等日本主導で実施しているケースが多いことにあると思われる。
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̬２̭海外ɾïにおける ��% のċ定内Ō  

 
d海外ɾïの全¨͟しくは⼀¨の地ǜで、��% をċ定していると¬ȫがあ͈た 231 社を�ǁ 
d⽇本国内のúǹは問 9 の内ŌをŒɶ 
 

µ¬の調査で©ëしたǄ問ʺ¾であるが、��% をċ定しているĮ業のÉ �0�が¿ũしているʺ¾と、É 30�が
¿ũしているʺ¾にĺ�さͦるとのʡüがšĵできた。¢�は、̨リ΂͹�ˌ̩、̨»ßのƶʖ（Ě˕ǧʗȳƤ）̩、
̨ɺƜ の�ƍ⼿ɴ̩、後�は、̨事業ɧのŨ先ɴģ̩と̨ǔĆの˻�と�ċ̩になる。⽇本のɾïとƟ͘るて͜ると
（¢記問p）、̨»ßのƶʖ（Ě˕ǧʗȳƤ）̩と̨事業ɧのŨ先ɴģ̩の¿ũů�が海外ɾïの⽅がÉ 30�
Ǽ·Ƽいとのżʳがšĵできた。なお、̨事業ɧのŨ先ɴģ̩で⽇本と海外の̘ȥが�る要ɛとしては、̻ͦͣを事業
本¨ɧ⽇本ÚƮで¿ũしているケー΂がĠい̻とにあるとŐͨͦる。 
 

�7�1�

�8�8�

�0�2�

32�0�

29���

10�8�

9����

�8�1�

�1�3�

39�1�

3�9�

0� 20� �0� �0� 80� 100�

リ΂͹�ˌを¿ũ�˗˛となるリ΂͹のż定�

ɺƜ »ßをƶʖ（Ě˕ǧʗȳƤ）

ɺƜ の�ƍ⼿ɴ

ɺƜ の事業έ業êのŨ先ɴģ

ɺƜ �ƍにおけるǔĆの˻�と�ċ

その他

海外ɾï
�参考）⽇本国内

※海外拠点の全部もしくは一部の地域で、BCP…を策定していると回答があった 231…社を対象
※日本国内の数値は問 9…の内容を反映
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d¢記̚S̡の地ǜごと、��% をċ定していると¬ȫがあ͈たĮ業を�ǁ 
（̚P�3 社、̛P7� 社、̜P�8 社、̝P20 社、̞�0 社、̟�1� 社、̠P13 社、̡�7 社） 

 

	  

�7�1�

�9�8�

�1�9�

3����

28���

�1�3�

72���

�3�2�

31���

2��3�

�0���

70�8�

�0�0�

33�3�

29�2�

�0�0�

70�0�

���0�

20�0�

30�0�

�0�0�

�7���

���0�

30�0�

27���

73�3�

73�3�

�3�3�

33�3�

�0�0�

�1���

�3�8�

���2�

23�1�

23�1�

�7�1�

�7�1�

71���

28���

�2�9�

0

9����

�8�1�

�1�3�

39�1�

0� 20� �0� �0� 80� 100�

リ΂͹�ˌを¿ũ�˗˛となるリ΂͹のż
定�

ɺƜ »ßをƶʖ（Ě˕ǧʗȳƤ）

ɺƜ の�ƍ⼿ɴ

ɺƜ の事業έ業êのŨ先ɴģ

ɺƜ �ƍにおけるǔĆの˻�と�ċ

地域Ç���の策定内容

̚中国

̛中国を除くアジア諸国
̜北⽶
̝中南⽶

̞欧州
̟オセアニア
̠中東

̡アフリカ
参考）⽇本国内

地域別 BCP の策定内容

※前記①～⑧の地域ごと、BCPを策定していると回答があった企業を対象
（①：63社、②：76社、③：48社、④：20社、⑤ 40社、⑥ :15 社、⑦：13社、⑧ :7 社）
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問 31-3． 問 31-2 で、少なくとも一つの拠点で３．～８．のいずれかにあてはまる とお答えの方にお
うかがいします）  
BCP 策定の有無および BCP 策定方法についてあてはまるものに○をつけてください（複数
回答可）。

海外拠点用の BCP策定方法については、「日本国内の事業所で作成した BCPを参考に作成」が最も多く、「海外
／現地法人にて独自に作成」が次に多かった。この傾向は前回調査から変わっていない。

 

53 
 

問 31-3．問 31-2 で、ƅなくと͟⼀͉のɾïで３．S８．のい̳͂ͦにあてはまる とおȫ̱の⽅にお
う̳がいします） 
��% ċ定のşƖお͖͢ ��% ċ定⽅法に͉いてあてはまる͟のにcを͉けてください（ʝú¬
ȫƕ）。 

 

 
 海外ɾï⽤の ��% ċ定⽅法に͉いては、̨⽇本国内の事業所で作成した ��% を参考に作成̩がÖ͟Ġく、̨海外
／現地法⼈にて独⾃に作成̩がŃにĠ̳͈た。̻のʡüは¢¬調査̳ͣƄ͈ͨていない。  

7��2�

32�1�

��0�

��8�

��8�

2���

0� 20� �0� �0� 80� 100�

⽇本国内の事業所で作成したＢＣＰを参考に
作成

海外事業所／現地法⼈にて独⾃に作成

⽇本のコンサルティング会社を利⽤し作成

現地のコンサルティング会社を利⽤し作成

その他

Ɩ¬ȫ



  アンケート調査票原票4
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0 
 

w�に貴社についておうかがいします 
 

�1．貴社の所Ĩする業ąは�下のţれですか。{Śるもの１つに○をつけてください。 

１．ǺȠĂá業 10．ȊʱέɉȊ⾦ʛ業 18．Äþ業 2�．Łőέ�ʷ業 

２．˫業 11．⾦ʛǀŮǀǕ業 19．ƞ社 27．ĴĈέ³信 

３．Ǝë業 12．Ò˰έĢÒǀŮǀǕ業 20．不Îá 28．ĈĔ（Ʒ送έ©Ǌ） 

４．ǡŦŮǀǕ業 13．Ǜ送⽤ÒǷǀǕ業 21．à�業 29．Ģ⼒έͶ΂έĂĔ 

５．˷ʅǀŮǀǕ業 1�．ɭʕÒǷǀǕ業 22．ŏƪ業 30．その他サーΔ΂業 

６．ΒルΘέɗǀǕ業 1�．その他ǀǕ業 23．�ÂέȩÂ �ɋ»¥にP            � 

７．ÁÍķ業 �ɋ»¥にP            � 2�．その他⾦Đ業  

８．ǞȸŮǀǕ業 1�．ɲɰέňǛ業  �ɋ»¥にP       �  

p．ŪȷέŪˤǀŮǀǕ業／̔業 17．˸þ業 2�．レジ΢ー  

 
�2. 貴社の¶=gの�BSはp§bÆƓƞスでţれくųいですか。あてはまるもの１つに○をつけてください。$p§bÆƓƞス% 

１�  20 ę¯ɘȪ ６�  �00 ę¯S700 ę¯ɘȪ 11� 3000 ę¯S�000 ę¯ɘȪ 

２�  20 ę¯S�0 ę¯ɘȪ ７�  700 ę¯S900 ę¯ɘȪ 12� �000 ę¯S�000 ę¯ɘȪ 

３�  �0 ę¯S100 ę¯ɘȪ ８�  900 ę¯S1000 ę¯ɘȪ 13� �000 ę¯S1 Ȕ¯ɘȪ  

４� 100 ę¯S300 ę¯ɘȪ p�  1000 ę¯S2000 ę¯ɘȪ 1�� 1 Ȕ¯以上 

５� 300 ę¯S�00 ę¯ɘȪ 10� 2000 ę¯S3000 ę¯ɘȪ  

 

�3. 貴社のĔ業h数は÷⼈ですか。あてはまるもの１つに○をつけてください。$p§bÆƓƞス%（有²»å�½¿記īƓƞス） 

１�  100 ⼈ɘȪ ５�   700 ⼈S  999 ⼈ p�   7�000 ⼈S9�999 ⼈ 

２�  100 ⼈S299 ⼈ ６� 1�000 ⼈S2�999 ⼈ 10� １Þ⼈以上 

３�  300 ⼈S�99 ⼈ ７� 3�000 ⼈S��999 ⼈  

４�  �00 ⼈S�99 ⼈ ８� ��000 ⼈S��999 ⼈  

 
�	. あなŚの所Ĩ_îはţŜųですか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

１．ǀǕ／ķ�¨ǌ ６．ĴĈシ΂テΠ¨ǌ 11．Ğêέ̍ê¨ǌ 

２．ƎʖέëƊǂÅ¨ǌ ７．ľ業έǭþ¨ǌ 12．ŁĈ¨ǌ 

３．ʾǎ®Ã¨ɜ ８．Ξーケティング¨ǌ 13．ÌľĮűέ社�ȏ¨ǌ 

４．コールセン΅ーέおȨǻËǟ˖Śな͎ p．⼈事／Țê¨ǌ 1�．ＢＣvȬǌ¨ǌ 

５．セͷΤリティ（ÂÛέƨɸ）¨ǌ 10．ÌÅέƦê¨ǌ 1�．その他（ɋ»¥にP              ） 

ｶｰﾄﾞ５＝(4) 

ｶｰﾄﾞ５＝(4) 
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Ŀ� 事業AÝリスクについておうかがいします 
 

問 1． Ľ ÍĈに貴社が<ŎなûĂを�けŚ事ëに○をつけてください（複数回答可）。 

    ľ 事業ğ�B、a¬のある事ëに○をつけてください（複数回答可）。 

 Ľ <ŎなûĂを�けŚ事ë ľ a¬のある事ë 

１．コンΕΤー΅な͎uz®ÃのトΦΗル １ １ 

２．ĢĀ、ͯン΅ーΏΈトな͎の³信トΦΗル ２ ２ 

３．コンΕΤー΅Ͱͯル΂のŽʏ（HFJKDEICGな͎をǰ͝） ３ ３ 

４．ΦͯフΦͯン（Ģ⼒、ĂĔ、Ͷ΂ɧ）のɳʘ ４ ４ 

５．サΘΦͯ·ͱーンのトΦΗルέʔʞ ５ ５ 

６．地ʦέȌɂ ６ ６ 

７．Ăɼ（ȾÕ̗̕、内Ă̗̕、�˦） ７ ７ 

８．ƧˈɼƑ ８ ８ 

p．Ɏ­˺ɎέȺ˼ 9 9 

10．その他⾃ȗɼƑ（Ȱɼέʶɼέƙˮɧ） 10 10 

11．社内での⼈ƿ事Ȥ 11 11 

12．Į業ͯΡージέΗΦンΌへのΆΡージ 12 12 

13．Țȯƹ½ 13 13 

1�．事業ɾïの̂ǃ 1� 1� 

1�．Ɏɼ 1� 1� 

1�．コンΘΦͯアン΂ǈŒ 1� 1� 

17．ǢǍリ΂͹ 17 17 

18．ƭŵ�のȝʈέ�ǧをƑした̻と 18 18 

19．ÔƹέテΪ（Żɔ�Îに͢る͟の） 19 19 

20．ɫ⼒İ»な͎のŝÎ 20 20 

21．©ǶͯンフルͲンͿな͎のŽʏʻ 21 21 

22．その他 22 22 

  
問 2．¨ñ業務を�える­�ƄスƊƖがġÚかų�けるûĂをģ�するŚůに、ţのような対策をとŝていますか。あて

はまるものに○をつけてください（複数回答可）。 

１．同 ǅɼしない͢うŭɾïに�ʓしている（ǬP東Üと|Ʊ） ６．ΏΈトΫー͹のĺĘÁ 

２．ɾïのˋȥに͉いては考ʧしていないが�ʓしている（ǬP東Üに２̎所な
͎） 

７．その他の�ċを�͈ている 

３．Ę要なΊー΅のΑΈ͹アΈΘÂǂ（ʉ˽地Âǂ） 
８．�ċ⽅法を現ƂĦǏ中であ

る 

４．外¨Ίー΅セン΅ーɧのŝ⽤ p．�ċの予定はない 

５．シ΂テΠのĺĘÁ  
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問 3．災害等による事業中断に備え、通信⼿段としてどのような機器を準備していますか。準備していない場合でも、導
⼊を検討していますか。各機器に対して１つずつ○をつけてください。 

機器 準備している 
準備していないが 

今後準備予定である 準備を検討中である 準備も検討もしていない 

１．携帯電話 １ ２ ３ ４ 

２．固定電話 １ ２ ３ ４ 

３．衛星電話 １ ２ ３ ４ 

４．ＭＣＡ無線機 １ ２ ３ ４ 

５．ＩＰ無線機 １ ２ ３ ４ 

６．その他 １ ２ ３ ４ 

 
問 4．事業中断によって発⽣すると考えられる財務的損失（※）について、対策を講じていますか。１つに○をつけてください。 

１．はい （→ 問 4-1 へ） ２．いいえ （→ 問 4-2 へ） 

※ ここでは、本来得られるはずだった売り上げなどが、⽣産や販売などの事業活動の中断によって得られなくなった場合の損失を、 
事業中断による財務的損失とします。 

 
問 4-1．（問４で「１．はい」とお答えの⽅におうかがいします） 

具体的にはどのような対策を講じていますか。あてはまるものに○をつけてください（複数回答可）。 

１．損害保険（利益保険等） ３．デリバティブ等の ART（代替的リスク移転） 

２．事業中断を想定したコミットメントライン（銀⾏融資枠） ４．その他（具体的に︓                   ） 

 
問 4-2．（問４で「２．いいえ」とお答えの⽅におうかがいします） 

対策を講じていない理由は何ですか。あてはまるものに○をつけてください（複数回答可）。 

１．事業中断による損失は⼩さいので対策不要と判断している 

２．事業中断による損失をカバーする合理的な⼿段が⾒つからないので対策を講じていない 

３．その他（具体的に︓                                                               ） 
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ŀ．事業ğ��É（ＢＣＰ）の策定についておうかがいします 
 
事業ɹðěű（��%� �><581<< �98=58>5=? %6-8）とは、Ǡ̳ͣの事業中ƛが発�したħに、あ̳ͣ̀͞定ͣͦ͞たレΚ
ルに事業をœº、ǣʊ、¬ǣさせるた͞のŠŖÁさͦた⼿ɴをいいます。（参考P�($ 22301） 

 
問 
．貴社ではＢＣＰを策定していますか。１つに○をつけてください。 

１．ċ定している（→ 問 � へ） 
２．現Ƃ、ċ定中である（→ 問 � へ） 

３．ċ定のěűがある（→ 問 � へ） 
４．ċ定していない（→ 問 �-1 へ） 

 
問 
-1．（問 
 で「	．策定していない」とお答えの⽅におうかがいします） 

ＢＣＰを策定していないqÐについて、あてはまるものに○をつけてください（複数回答可）。 

１．事業ŝÎの中ƛ（ʌʃ）がĘ|なレΚルまでǪした 
̻とが͙と͎ͪない 

７．ȬǌĶȢの不ƫ 
８．ʝˁす̶る 

２．事業ŝÎの中ƛ（ʌʃ）が発�して͟�ƒしている p．ŵ⽤が̳̳りす̶る 
３．Ũ先事ʺではない 10．Ìľɽにȭȧがない 
４．事業ɹðの問Ćは˚に他のěűがʸ͈ている 11．その他 
５．外¨¥要ɛがない （ɋ»¥にP                                   ） 

 ６．事業ŝÎ上の利ïがĵȢさͦていない 
 

※問�で「
．策定していない」とお答えの⽅は問�
へお�ŭください。 
 

問 �．貴社のＢＣＰはţőまでを対ëとしていますか。１つに○をつけてください。 

１．全社を�ǁとしたＢＣＰを作成している ４．その他 
２．īǑ事業に®ͨるż定¨ǌの͜を�ǁとしたＢＣＰをċ定している ɋ»¥にP 
３．ĴĈシ΂テΠ¨ǌの͜ＢＣＰをċ定している 

 
問 �．貴社ではĖ体]にţの_îをＢＣＰの対ëにしていますか。あてはまるものに○をつけてください（複数回答可）。 

１．ǀǕ／ķ�¨ǌ ６．ĴĈシ΂テΠ¨ǌ 11．Ğêέ̍ê¨ǌ 
２．ƎʖέëƊǂÅ¨ǌ ７．ľ業έǭþ¨ǌ 12．ŁĈ¨ǌ 
３．ʾǎ®Ã¨ɜ ８．Ξーケティング¨ǌ 13．ÌľĮűέ社�ȏ¨ǌ 
４．コールセン΅ーέおȨǻËǟ˖Śな͎ p．⼈事／Țê¨ǌ 1�．その他 
５．セͷΤリティ（ÂÛέƨɸ）¨ǌ 10．ÌÅέƦê¨ǌ  

 
問 
．貴社のＢＣＰが対ëとしている事ëに○をつけてください（複数回答可）。 

１．コンΕΤー΅な͎uz®ÃのトΦΗル ８．ƧˈɼƑ 1�．Ɏɼ 
２．ĢĀ、ͯン΅ーΏΈトな͎の³信トΦΗル p．Ɏ­˺ɎέȺ˼ 1�．コンΘΦͯアン΂ǈŒ 
３．コンΕΤー΅Ͱͯル΂のŽʏ 

（HFJKDEICGな͎をǰ͝） 
10．その他⾃ȗɼƑ 
（Ȱɼέʶɼέƙˮέɧ） 

17．ǢǍリ΂͹  
18．ƭŵ�のȝʈέ�ǧをƑした̻と 

４．ΦͯフΦͯン（Ģ⼒、ĂĔ、Ͷ΂ɧ）の 
ɳʘ 

11．社内での⼈ƿ事Ȥ 
19．ÔƹέテΪ 
（Żɔ�Îに͢る͟の 

５．サΘΦͯ·ͱーンのトΦΗルέʔʞ 12．Į業ͯΡージέΗΦンΌへのΆΡージ 20．ɫ⼒İ»な͎のŝÎ 
６．地ʦέȌɂ 13．Țȯƹ½ 21．©ǶͯンフルͲンͿな͎のŽʏʻ 
７．Ăɼ（ȾÕ̗̕、内Ă̗̕、�˦） 1�．事業ɾïの̂ǃ 22．その他 
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問 �．貴社のＢＣＰでは、�下事įについて記īをしていますか。あてはまるものに○をつけてください（複数kĮ可）。 

１．ɼƑ発� のɺƜ »ß（Ě˕ǧʗȳƤ） ４．ɼƑ発� の事業͠業êのŨ先ɴģ 

２．ɼƑ発� に⼈ǧÛ全šÂをȡるた͞のルール͠ˬ票Ʉ ５．ɼƑ発� に業êɹðのȵƑとなるÌľÀɣのż
定と、̻ͦͣに�するǔĆ͠�ċ 

３．ɼƑ発� にƾÙにǅƑơȇを˳ʿするた͞のルー
ル͠ˬ票Ʉ ６．その他 

 
問 1�．貴社のＢＣＰでは、�下のvĩをù定していますか。あてはまるものに○をつけてください（複数kĮ可）。 

１．ÿƴ に�ͨͦていた業êを、ɼƑ発� に、ÿƴ
 とはɞなる�所でɹðさせるÔʜ 

３．他社ǀŮをʾ⼊して、⾃社ǀŮとして�ˊするÔʜ 

４．ɼƑ発�を�˹̱て、ƂɰをǴ͜ĤすÔʜ 

２．ÿƴ に⾃社で¿ũしていた業êを、ɼƑ発� 
に、他社に業êļɐをしてɹðさせるÔʜ 

５．その他 

 
問 11．ＢＣＰの対ëıĤはţのように�定していますか。下記のAで、貴社のＢＣＰの対ëにýまれているものに  

○をつけてください（複数回答可）。 

１．ȴ社の͜ ４．Óø先（サΘΦͯΣー）͠協⼒Į業 ７．海外事業所／海外現地法⼈ 

２．Ã結�ǁのグルーΘ会社 ５．�ĉあるいは��Ò® ８．その他 

３．Ã結�ǁでないグルーΘ®Ã会社 ６．地ǜ社会  
 

問 12．ＢＣＰにu�ŮėtになŝŚ要ęは÷ですか。あてはまるものに○をつけてください（複数回答可）。 

１．サΘΦͯΣー（ȴ社に¨Ů͠サーΔ΂をŀǫしている 
会社）̳ͣの要Ǿ 

８．コーポレートͶΑ΍ン΂έＣyx（Į業の社会¥Ȓť） 
の⼀Ǣ 

２．˚șʯȨ̳ͣの要Ǿ p．Ʀê¥なȩǃをƨ̸た͞ 

３．ÂƓ会社̳ͣのǮē 10．ʯȨへのǫǸȒťを果たすた͞ 

４．�ĩ͜ʯȨ̳ͣの要Ǿ 11．Į業ͯΡージをʅďするた͞ 

５．ŲÐŷ̳ͣのĚƮ͠要Ǿ 12．ª�シͱアをʅďするた͞ 

６．外¨Ƙ査⼈̳ͣのĚɃ 13．ȿ業¸をȍるた͞ 

７．ąÀđ̳ͣの要Ǿ 1�．その他 
 

問 13．ＢＣＰにu�ŮƗリƉƋは÷ですか。あてはまるものに○をつけてください（複数回答可）。 

１．ɼƑέ事Ȥέ事ı̳ͣのɱƾいǣʊ ６．コンΘΦͯアン΂ 

２．ɼƑέ事Ȥέ事ıに͢るǨȆのƼğ ７．ȿ業¸へのÂŏ 

３．ΗΦンΌέȰȮをȍる ８．ŔÚ̳ͣの信ɍのʅď 

４．ĖȲに�するÅĲをȂ͞る p．ÂƓŦのƼğ 

５．ʯȨ̳ͣの信ɍをʅď 10．その他 
 

問 1	．ＢＣＰを策定する¤にÕ考としŚſŽƌƚŽƜなţはありますか。１つに○をつけてください。 

１．ある（→ 問 1�-1 へ） ２．ない（→ 問 1� へ） 
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問 1�．貴社は、<ġÚěQR時にƃƑƚŽƘƞかųの_ÈűƃƞƐスの³üをÂoするŚůに、ţのような事Z対

策をĬŕていますか。あてはまるものに○をつけてください（複数回答可）。 

１．サΘΦͯ·ͱーンの�̱るÁ（ĺŃέãŃサΘΦͯΣーの
社Ĩέ所Ƃ地の˳ʿɧ） 

５．サΘΦͯΣーに�するƨɼ�ċέ��% ƸƊの要Ǿ 
６．サΘΦͯΣーに�するƨɼ�ċέ��% ƸƊのşǵçの

šĵ（アンケート、Γアリングɧの¿ũ） ２．サΘΦͯΣーのリ΂͹のȮĽ（ΐͿーΌΞΈΘĴĈの˳
ʿɧ） ７．ƨɼ�ċέ��% ƸƊをÓøƃıとする 

３．|ɼƑ発� にサΘΦͯΣー̳ͣǅɼĴĈをɱƾくŴ
žできるȉĖ͜のƶʖ（シ΂テΠをŘ͈たĴĈžÉの
ȉĖ͜、ÃʫルールέフͳーΞΈトのŀǫɧ） 

８．¨ŮɧのƂɰのšÂ 

p．サΘΦͯΣーのĠĘÁ（ĺ社ʾǎ）のȟñ 

４．サΘΦͯΣーに�するƨɼέ��% ®ÃĴĈのŀǫ
（ÀŦŀǫ、Ǚȹ¿ũɧ） 

10．その他 
11．事¢�ċをʪ̀ていない（→問 18 へ） 

 
問 1�-1．（問 1� で「１．〜１*．」のいずれかをお答えの⽅へおうかがいします） 

問 1� でŒ回答いŚだいŚ「事Z対策」を実施するƃƑƚŽƘƞはţのようにĸり¦Źでいますか。 

ĸり¦ŭのÒ«としてあてはまるものに○をつけてください（複数回答可） 

１．˞りĩͪでいない�す͘てのサΘΦͯΣーに¿ũしてい
る。� 

４．Óø年ú�さ、またはÓøţの|きさ 

２．⾃社Ę要事業への®Ư ５．ƨɼ�ċέ��% ƸƊレΚルの�さ 

３．|ɼƑ の他社̳ͣの調Ǫƕɟ ６．その他ƃı 

 
問 1
．貴社はƃƑƚŽƘƞがＢＣＰを�つőとは必要だと¼いますか。１つに○をつけてください。 

１．はい ２．いい̱ 

 
問 1�．貴社はĭČ（貴社がêÈűƃƞƐスを³üしている>社）かųäġ対策・ＢＣＰéÖにapして÷か要Ā

されていますか。あてはまるものに○をつけてください。（複数回答可） 

１．サΘΦͯΣーĴĈのŀǫ ５．ƨɼ�ċέ��% ƸƊをÓøƃıとさͦる 

２．|ɼƑ発� のʯȨへのǅɼĴĈのɱƾいĈő ６．¨ŮɧのƂɰのšÂ 

３．ƨɼ�ċέ��% ƸƊのȟñ ７．サΘΦͯΣーのĠĘÁ（ĺ社ʾǎ）のȟñ 

４．ƨɼ�ċέ��% ƸƊに®する現ơ͠ñ̢ơȇのĈ
ő（アンケートέͯン΅ΔΤーɧ） 

８．その他 

p．żに要Ǿさͦていない 
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Ł．事業ğ�ƔƎƅƗƜƋ（ＢＣ7）についておうかがいします 
 
事業ɹðΞΏジΡント（��"� �><581<< �98=58>5=? "-8-31718=）とは、ɼƑ͠事Ȥɧに�するĖȲの�ƍ⼒を�͞、ʅ
ďするた͞に、˲Ƃ¥な˗˛が̅ƂÁした��の事業ŝÎへのǨȆをż定し、Ú要な利Ƒ®Ť�の利ǲ͠、ĖȲのȮġ、ΗΦン
Ό、お͖͢Ľǹを�͜�すŝÎをÂƏするた͞の、˃ː¥なΞΏジΡントΘΪセ΂をいいます。（参考P�($ 22301） 
 

問 2�．貴社ではＢＣ7をáyする_Ěを�Êしていますか。１つに○をつけてください。 

１．Ȭť¨ɜをëųしている ４．ƢØέȬť¨ɜのëųをĦǏ中 
２．Ȭť¨ɜではないがƢØする¨ɜをëųしている ５．ƢØ¨ɜέƢØ�はëųしていない 
３．Ƈ¨ɜ̳ͣƢØ�がžまりΘΪジͱ͹トɚ成にしている ６．̳ͨͣない 

 
問 21．ＢＣ7を実施・Ċ�するŚůの=[�Æはいくųですか。１つに○をつけてください。 

１． �00 Þ¯ɘȪ ４． ��000 Þ¯S１ę¯ɘȪ ７．１gę¯以上 
２． �00 Þ¯ S1�000 Þ¯ɘȪ ５．１ę¯S５ę¯ɘȪ ８．予ūʂųはしていない 
３． 1�000 Þ¯S��000 Þ¯ɘȪ ６．５ę¯S１gę¯ɘȪ p．̳ͨͣないέその他 

 
問 22．ＢＣＰにaするĴĞを定z]にFŝていますか。１つに○をつけてください。 

１．全く¿ũしていない （→  問 23へ） ４．年１¬ ７．その他 
２．１年に４¬以上¿ũ ５．２年に１¬ （ɋ»¥にP                   ） 
３．１年に２¬以上¿ũ ６．３年に１¬ 

 
問 22-�．（問 22 で「２．〜７．」のいずれかをお答えの⽅におうかがいします） 

ＢＣＰにaするĴĞの対ë_îはţőですか。１つに○をつけてください。 

１．全社Κー΂で¿ũしている ３．uz¨ǌだけで¿ũしている 
２．ż定の事業¨ǌだけで¿ũしている ４．その他 

 
問 22-2．（問 22 で「２．〜７．」のいずれかをお答えの⽅へおうかがいします） 

ＢＣＰにaしてţのようなĴĞを実施していますか。あてはまるものに○をつけてください（複数回答可）。 

1� ɿǓ˓ɷ �� ĴĈシ΂テΠのǣĭ（リ΂トア）˓ɷ 
2� Ûɟšĵ˓ɷ 7� �) 以外のÊɢ⼿Ȏに͢る事業ɹðに®する˓ɷ 
3� �ƍ内Ōのšĵのた͞の̃上˓ɷ 8� Óø先͠他事業所との³信έÃʫ˓ɷ 
�� ɼƑ発�後のơȇをœ現するシΟΤレーシΥン˓ɷ 9� Òɝɑ独での˱ȯテ΂ト（ǐɇĢĀ、発ĢÒɧ） 
�� ĴĈシ΂テΠのΑΈ͹アΈΘȳへの切りɢ̱˓ɷ 10� その他 

 
問 23．ＢＣ7にaする社内·ô（õđ・Ƈƕƍƞなţ）はFŷれていますか。あてはまるものに○をつけてください

（複数回答可）。 

１．全社¸を�ǁに定Ù¥に�ͨͦている ４．その他 
２．ż定の¨ǌを�ǁに定Ù¥に�ͨͦている ５．ＢＣvに®する社内Ňǖは�ͨͦていない 
３．ΐンΌΗΈ͹͠ÀŦのƺʒを�͈ている  

 
問 2	．K社のＢＣ7の有þ�を定z]にP¹すĆ�ŭがありますか。あてはまるものに○をつけてください（複数回答可） 

１．Ìľɽに͢る定Ù¥な�ŉしのȉĖ͜がある ４．Ƈ¨ǌ内で定Ù¥に�ŉすȉĖ͜がある 
２．ＢＣvƢØ¨ǌに͢る定Ù¥な�ŉしのȉĖ͜がある ５．その他 
３．社外̳ͣの定Ù¥なƘ査な͎のȉĖ͜がある ６．ＢＣvを定Ù¥に�ŉすȉĖ͜はない 
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問 2
．K社のＢＣ7を有þだと Ýする指Ēがありますか。１つに○をつけてください。 

１．ある     ɋ»¥にP  ２．ない 

３．̳ͨͣない 
 

問 2�．ＢＣ7へのu�ŭàĄをļに¯ųŘていますか。あてはまる先に○をつけてください（複数回答可）。 

１．Ơ¸会 ５．ƭŵ� p．地ǜ社会 
２．ȿ業¸／社¸ ６．ŔÚέąÀđ 10．不ż定Ġúに�して（⾃社 +1. サͯト、�(' ĈőŖɧ） 

３．ÂƓ会社 ７．ʯȨ 11．その他 

４．ƘǗŲŷ（ƋßØƥ） ８．サΘΦͯΣー 12．żに¿ũしていない 
 

問 2�．eY、¢ēが必要なu�ŭとしてお考えの課題はありますか。あてはまるものに○をつけてください（複数回答
可）。 

１．事業ɹðŕ⼒をɹð¥にü上させるȉĖ͜作り p．リーΆーシΈΘのü上 
２．ＢＣvのşǵçȮĽ⼿法のš° 10．ĖȲ⼒／ǿÒǂÅ�ƍ⼒のü上 

３．ＢＣＰ作成の全社Ȅº 11．Óø先へのＢＣＰ作成要Ǿ 

４．¾ȼǣʊ £のœë定 12．ÓøƃıへのＢＣＰ必ʍÁ 
５．ＢＣＰのǳ本¥な�ŉし 13．予ūのšÂ 

６．ČÎ�ƍěűの�ŉし 1�．その他 
７．ĖȲ内へのＢＣＰÓĖ͜の̀˅ 1�．żにない 

８．Ìľɽの®Ư  
 
事業ɹðΞΏジΡントシ΂テΠ（��"(� �><581<< �98=58>5=? "-8-31718= (?<=17）とは、事業ɹðに®するĖȲ
の⽅Ʃ͠¾¥をš°し、その¾¥をǪ成するた͞のΘΪセ΂がš¿に¿ũさͦる͢うにする、ĖȲの⼀ÃのŝÎをいいます。 
（参考P�($ 22301） 
 

問 2
．事業ğ�ƔƎƅƗƜƋƄスƊƖ（ＢＣ79）へのu�について、���223�1 に¨şく�~I®»をuªするő
とを£ðされますか。１つに○をつけてください。 

１．ĵŏÓįを�͈たέ�う ４．ɘ定である 

２．ĵŏÓįをĦǏしている ５．ĦǏする予定はない 

３．現Ƃ、ĵŏÓįの予定はないが、Óø先̳ͣの要Ĺ͠ 
業ĊÎüのƄÁな͎があ͔ͦ、必要にƍ̀てĦǏする 

ÅƁP   

 
問 2�．貴社は、u�先に対し、ＢＣ79の�~I®»をuªするようħす考えはありますか。１つに○をつけてください。 

１．ĵŏをÓįする͢うʚしている ４．ɘ定である 

２．ĵŏをÓįする͢うʚす̻とをĦǏしている ５．ĵŏをÓįする͢うʚす考̱はない 

３．現Ƃ、その予定はないが、Óø先̳ͣの要Ĺ͠業Ċ
ÎüのƄÁな͎があ͔ͦ、必要にƍ̀てĦǏする  

 
問 3�．ＢＣ79を他のøï、Èí、­�ƇƀƙリƊżěのƔƎƅƗƜƋƄスƊƖとともに統J]に¸rされるőとを£

ðされますか。１つに○をつけてください。 

１．˚にƤ�ň⽤している ３．µ後、Ƥ�ň⽤をĦǏしたい 
２．Ƥ�ň⽤をĦǏしている ４．Ƥ�する̻とは考̱ていない 
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Ⅳ．海外事業所／現地法⼈への展開についておうかがいします 
 

問 31．貴社には海外事業所／海外現地法⼈がありますか。１つに○をつけてください。 

１．ある（→問 31-1 へ） ２．ない（→アンケートは以上です） 

 
問 31-1．（問 31 で「1.ある」とお答えの⽅におうかがいします） 

海外事業所／海外現地法⼈においてＢＣＰの策定が必要と考えますか。１つに○をつけてください。 

１．必要である ２．必要はない 

 
問 31-2．（問 31 で「1.ある」とお答えの⽅におうかがいします） 

下記地域において、海外事業所／海外現地法⼈の有無、ＢＣＰ策定の有無およびＢＣＰで策定している 

内容についてあてはまるものに○をつけてください（複数回答可）。 

地域名 

 １ ． 現 地 法
⼈・事業所はな
い 

現地法⼈・事業所がある⇒ＢＣＰの策定有無・策定内容 ※３．〜８．は複数回答可 

 

２ ． Ｂ Ｃ
Ｐを策定し
ていない 

３．リスク
分析を実施
(脅威となる
リ スクの特
定) 

４ ． 緊 急
時体制を構
築 （ 指 揮
命 令 系
統） 

５ ． 緊 急
時の対応⼿
順 

６ ． 緊 急
時の事業・
業務の優先
順位 

７ ． 緊 急
時対応にお
ける課題の
抽出と対策
の 

８．その他 

１．中国 → １ ２ ３ ４ ５ ６ 7 ８ 

２．中国を除く 
アジア諸国 → １ ２ ３ ４ ５ ６ 7 ８ 

３．北⽶ → １ ２ ３ ４ ５ ６ 7 ８ 

４．中南⽶ → １ ２ ３ ４ ５ ６ 7 ８ 

５．欧州 → １ ２ ３ ４ ５ ６ 7 ８ 

６．オセアニア → １ ２ ３ ４ ５ ６ 7 ８ 

７．中東 → １ ２ ３ ４ ５ ６ 7 ８ 

８．アフリカ → １ ２ ３ ４ ５ ６ 7 ８ 

 

問 31-3．(問 31-2 で、少なくとも⼀つの拠点で３．〜８．のいずれかにあてはまるとお答えの⽅におうかがいします） 

海外事業所／海外現地法⼈におけるＢＣＰの策定⽅法としてあてはまるものに○をつけてください（複数回答可）。 

１．⽇本国内の事業所で作成したＢＣＰを参考に作成 ４．現地のコンサルティング会社を利⽤し作成 

２．海外事業所／現地法⼈にて独⾃に作成 ５．その他 

３．⽇本のコンサルティング会社を利⽤し作成  

ご協⼒ありがとうございました 

ご記⼊いただいた調査票は、9 ⽉ 28 ⽇（⾦）までに、同封の返信⽤封筒（切⼿不要）にてご返送ください。 
調査にご協⼒いただきました全ての⽅々に、後⽇、調査結果の概要レポートをご送付させていただきます。概要レポートご希
望の⽅は、同封の発送⽤シールに送付先をご記⼊いただき、調査票と⼀緒にご返送ください。概要レポートのお届けは
2019 年 1 ⽉頃になる予定です。



第 8 回　事業継続マネジメント (BCM) に関する
日本企業の実態調査報告書

2019 年 2月　　…発行
発 行 者　　ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株式会社
　〒 101-0063
　東京都千代田区神田淡路町 2-105 ワテラスアネックス
　TEL　03-5296-8918　　　FAX　03-5296-8941



２０１9年 2月
ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株式会社

第8回
事業継続マネジメント（BCM）に関する

日本企業の実態調査
報 告 書




